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地震 学会 々 則 

本 会 は 地 城 お よび と れ に 関連 する 諸 現 象 の 研究 並び こそ の 應 用 に 関す る 知識 を 交 
換 , 普及 し 震 火 災 防 止 と 貢献 する と と を 目的 と する . 

不 会 は 地震 学会 = 句 し て , 事務 所 を 東京 大 学 地球 物理 学 教室 内 に お く . 

本 会 は その 目的 を 塗 する た め 下 記 の 事業 を 行う . 

て i) 通常 総会 お よ び 了 臨時 総会 (j) 学術 講演 会 

(ij) 會 誌 「 地 震 」 の 残 行 (iv) 基 他 必要 を る 事業 
通常 総 今 は 毎年 必ず 1 回 蘭 当 な た 時期 に 行い , 臨時 総会 は 委員 5 名 以上 ある い は 会 
員 30 名 以上 の 請求 の あつ た 時 に 開く 

本 会 々 員 は 普通 会 員 及 び 貸 助 会 員 と する . 会 員 と な ろう と する 者 は 会 費 1 ヶ年 分 
を そえ て 本 会 事務 所 へ 申込 な .$ の と する . 
地方 ある い は 特別 の 揚 関 待 に 支部 を お く と と が で きる . 

委員 長 1 名 。 委員 基地 名 を お く . 
浴 員 長 は 本 会 を 代表 し , 各 委 員 は 編 韓 , 席 務 , 会 計 等 の 事務 を 分 手 し , その を め 
に 着 二名 の 幹事 を お く と と が 出来 る 。 遇 事 は 委員 長 が 委 叫 する . 
本 会 に は 顧問 若干 名 を お く と と が で きる . 
委員 は 普通 合 員 の 刀 居 こ ょ つて 選出 する . 委員 長 は 委員 の 万 層 にょ よる. 委員 長友 
び 委 員 の 任期 は 1 年 と し , 再選 を さま を た げ な たい 、. 
秋 員 長 及び 交 員 の 更 送 期 を 1 月 こす る . 途中 補欠 と し て 加 つ た も の の 任 記 は 前 任 
者 の 残存 期間 と する . 

附 旭 

滞 通 会 員 の 会 費 は 当分 の 癌 年 300 彫 と し , 委員 に よ ょ つて 英 宜 変更 する と と が で きる 。 
会 貫 年 1 口 (1000 彫 ) 以上 を お さめ た も の を 引 助 会 員 と する . 
支部 の な いと き は 連絡 癌 事 を お く . 連絡 塊 事 は 委 貞 長 が 委嘱 する . 


レ と 員 (1952 年 3 月 演出 ) 
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地震 室 間 分 布 に 関す る 分 布 法則 に つい て 


東京 大 学 理学 部 地球 物理 学 数 室 友 田 好 婦 
(昭和 26 不 7 月 81 日 受理 ) 


On the Space Distribution Law of Earthquake Epicentre. 


や oshifumi TowopA 
Geophysical Tnstitute, Faculty of Science, Tokyo University 


(CReceived July 31, 1951) 


The distribution of space distance of successive earthquake epicentres CS) was studied by 
three methods shown in Fig. 1 一 3. 


It was found empirically that the distribution of S obeys the formula 
た GS ) 三 ん Sm 

where ん and o are constant8. 

This distribution has the same form as that of maximum anmplitude or time interval of 
SuCCe8ssive earthquakes. 

By analogy with the distribution of colloidal particles in a field of force, it iS suggested 
that earthquakes occur in the field of 1ogarithmic stress, which i8 generated if an infinite 
plane is subjected to a 1oad at a oint. 


S 緒 論 

地震 の 圭 央 を 記入 し た 地図 を 見 る と , それ 等 の 震央 は 地球 上 ( こ 一 様 に 分 布 し て いる の で は な 
く て , 著 干 の 特定 の 地域 地域 (と 極め て 客 集 し て 存在 し て いる ・ この 様 な 地震 の 場所 的 な 分 布 の 
叶 異 性 の ゆえ を (と , 之 等 の 客 集 地帯 に 対し て , 地震 と ゆう 名 前 が 与え られ , 地球 全体 が 多く の 
。 地震 葵 に 分 けら れ て いる の で ある . み 符 の 地震 天 の 一 つ で ある 日 本 及 びそ の 近傍 に つい で も , 
地震 は 決し て 一 様 に 起 つ て いる の で は た く て , 角 城 沖 , 東京 湾 と いつ た よ ょ うな 所 に 群発 し て い 
る の で ある . 

すなわち , 地震 C は 若干 の 特定 の 地域 地域 極め て 和 集 し て 発生 する 倒 間 的 を 続発 性 が ある 
と いえ を よ ょ よう. 之 を 確率 の 言葉 で 云う な ら ば 「『 或 る 一 つの 震央 が あつ た 場合 , 別 の 震央 が と の 近 
くに あ ろ る 確率 が , 速く に ある 確率 より 極め て 大 きい ” と いう 事 に な る . すなわち , 或 る 震央 が 
あつ た 場合 , そ と か ら 空 間 的 に S だ け 離 れ た 場所 (に 次 の 岩 央 が ある 確 座 ゥ を 8 の 函数 と し て 表 
わし た 場合 . p ⑮) は 8 の 小さ いと と ろ で 大 きく , 8 の 大 きい と と ろ で は 小さ いと いう 事 で あ 
る . そ と で 稚 率 CS) は S こつ いて 果して どの ょ うな 形 で 表わさ れる で あろ うか 『 

- 勿論 , 上 に 速 べ を ょ うな 分 布 は 数 多く の 地震 が 同時 c 発 生 し て 与え を られ る も の で は な く ,10 年 

な り 20 年 な た り の 長い 期間 か ヽ つ て 分 布 し た も の で ある か ら , 稚 率 を 求め 得 た も の と し て も , そ 


れ は その 期間 (こつ いて の 在 均 的 を な $ の で ある . 依 つ て そ の 期間 中 に 母 集団 の 形 が 余り 変ら ちず 。 


2 C2) 地震 の 空間 分 布 に 開 す る 分 布 法則 に つい て 


その 母 集団 が 時 間 と 共に 炊 包 に その 全 綿 を 表わし た の で ある と 考え な けれ ば 結果 に つい て の 物 
理 的 意味 が な く な る 事 は いう まで も な い . 
S 用 いた 方 法 ' 

渡辺 凌 〔 理 研 革 報 16 (1986) 1083] が 地震 の 偶発 性 , 続発 性 , 週 期 性 , に つい て の 議論 と 
用 いた 方 法 と 同様 な 方 法 が 用 いら れ た . ま 
今 或 る 岩 央 か ら 出発 し , 空間 的 に S だ け 列 れ た 素 片 S の 中 に 次 の 岩 央 を 見 出す 確率 を 

ん 9 の 9 か ' ① 
と する . 此 の 確率 は 最後 に 遭遇 し た 震央 か ら , 今 震央 を さがし て いる 地点 まで の 会 問 的 な 量 く 
の み を 予備 知識 と し て 因 央 の 存在 を 予想 する 夏 / は 8 のみ の 上 数 と え られ る . 

ん (8) 9S (②) 
此 の ん は 皮 に わか つて いる 居 央 の 実際 の 統計 か ら 算出 さる べき も の で ある . それ に は 既 (と わ 
か つて いる 居 源 の 室 間 的 な 分 布 を 調べ な けれ ば いけ な い . | 
岩 源 の 会 間 的 分 布 を 一 應 2 炊 元 の 分 布 と し て 考え る . と う 茂 えて も , 時 間 的 の 分 布 が 一 次 元 
の 間 題 と し て 取扱 い 得 る の に 対し て 取扱 方 法 は 面倒 に こ な る . 2 爽 元 の 分 布 を 調べ る 方 法 と し て 
炊 の 8 つの 方 法 が と られ た. 

5 &) Fig. 1 と 芯 て , 〇 は 震央 の 分 布 を 表わす . 図 の . 

よう に 等 間隔 の 線 4 一 , を 横 ( に 引い て 地図 を 多く の 
細長 い 部 分 に 分 割 する . と の 細長 い 部 分 の 中 で 。 震央 
Fig.1 Thne map dotted by epicentres を 通 つ て 之 を 分 割 す る 線 を 引き , 分 割線 の 間隔 8 を 以 ' 
nemow strips by eteigne me at つて 浅間 的 へ だ だ り を 表す 基 と 考 た ぎの 分 布 を つく 
equal intervals て 4 一 戸 )。and then 


these strips were cut through epicen- ぐ ・ 5 
tres into fragments. The ]ength of 本 ロ 本 o ンー 
the fragment ( ぶ ) was considered as b) 3) と 同様 の 操作 を 座標 軸 を 90” 句 転 し て 行う . 
representing the space distance and 
the distribution of was studied. 


Fig. 8 The map was divided by concentric 


Fig.2 Same operation as mentioned circles at equal intervals_into ring shaped 
in Fig. 1 was applhed, rotating th areas,. Arc lengths between successive cuts were 
co-ordinates by z/2. considered as representing the quantity S. - 


還 ち 欧 ま 等 間隔 に 縦 に 切り 震央 を 通る 分 割線 を 横 に 入れ , 分 割線 の 聞 隔 $ を 以 つ て 穴 間 的 隔 
り を 表わす 量 と 考え 8 の 分 布 を つく る . 


6) 地震 の 宙 集 地帯 の 中 心 と 鼻 し き 点 を 中 心 と し て , 等 間隔 に 同心 円 を 画 く 。 相 隣 つた 同心 


挫 9 : 基 は 10 の C3) 3 


円 lc よ つ て 作ら れる ドー ナッ 形 の 地域 に 於 で , a), b), と 同様 に 震央 を 通る 分 割線 を 引き 。 相 


隣 る 分 割線 間 の 円 弧 の 長 さ S を 以 つ て 導 間 的 隔 り を 表わす 量 と 考え , S の 分 布 を つく る 。 
2, b, の の 方 法 で 得 ら れ た 9@ に つい て の 三 つ の 分 布 な ③): ③): た CS) が 略 々 同じ で あ 


。 れ ば (AS) が ) 主 が の ) 之 等 の 分 布 を 切り 方 (依ら な いか な り 一 般 的 な 容 開 了 的 得 り ば の 
国人 。 7(S) で ある と 云え を よう 。 


さて S) が わか れ ば , 会 間 的 (に 8S だ け 無 震 地域 が あつ て , 丈 の 8 に 地震 が 存在 する 確率 は , 


7CS)ZS = 
生 GG ニ ーー と ま S2 = 7CS)gg 3 
本 656 p (と の) 〇 
ぐ 
で 与え られ る . 
S 実際 の 計算 
実際 の 計算 は , 1924>1985 年 の 期間 中 , 地震 研究 所 の 観測 綱 に 依り 決定 され た , 関東 地方 の 


震央 (Fig. 4) に つい て 行わ れ た . 

方 法 , の, b), の , に 依 つ て 得 た ゞ S の 分 布 を 夫々 Fig. 8, 9. 10 と 示す . 妨 に 8 の 分 布 は , 横 
軸 こ 8 の 対数 を と り , 綻 輌 に は S の 鎖 度 の 対数 が と つて ある . 

と の 図 か ら , ゞ の 分 布 は 近似 的 に 


7③)=A 8-" ⑭&。 7 は 常 数 ) ④ 


で 表 さ れる 事 が 分 か る . ぁ ),b), c),。 に つい て 計算 し た 2 の 値 を 次 表 に 示す . 
8), b), の , 三 つ の 中 , @ の の み は 鬼 怒 川 地 | | D | 
域 の み を 対象 に し て 求め た を ゃ の で ある が , | 
の 「 1.59 エ 0.09 「 1.540.11 | 1.68 よ 0.16 
大 体 に 於 て な ⑮⑨), あ (⑨), な (8) は 同じ で あ ! | 
る と 云 を よう . 外 ち , と の 分 布 を 切り 方 に 依ら な い , か な り ー 般 的 な 室 間 分 布 で ある ジフン 


ょ か ろう . 地震 動 の 振 巾 に つい て の 石本 , 飯田 の 分 布 


C 


7C の =kg-" Ge。 振 巾 ) の は 党 数 
時 間 間 隔 に つい て の 分 布 
7⑦)= ん sz-? (7?, 相 次 ぐ 地 震 の 時 間 間 隔 : を s,p は 常 数 ) 
と 会 間 分 * 布 が 同じ 形 の 分 布 法則 ic 従 うと いう 事 は 極め て 興味 ある 事 で ある ・ 
室 間 的 続 発 性 を 表わす 確率 (③) は (⑧),(④, に 依り 簡単 に 計算 する と と が で きる . 


1 
7 (8) ココ ディ -Sー* 
之 は ⑮) が 8 に つい て の 汐 曲 線 で 表わさ れる 事 で あり , 極め て 大 き な 会 間 的 続発 性 が あ 
る 事 を 示し て いる . 


4 て $) 


Fig.5 Operation men- 
tioned in Fig. 1 was 
really applied to the 
distribution of earth- 
quake epicentres in 
Kanto district. 


地震 の 冠 間 分 布 に 関す る 分 布 法則 に つい て 


Fig. 4 DiStribution of epicentre 
in Kanto district observed by 
Earthquake Research Tnstitute 
of Tokyo University in the year 
from 1924 to 1935。 
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Hig. 10 Distribution of obtained from Fig. 7. 


び 8 さ 
、 外力 の 影響 が な 場合 , コロ ド 粒 子 の 分 布 対 し て pxS) が exponential の 形 を と る 事 は 
。 人 < 知ら し て いる で あり 。 分 子 の 符 均 自由 行 各 も や は り 同村 友 型 で ある 。 一 方 重力 の 場 に お 。 
る 3 4 ド 粒 子 の 分 布 は どう か と いう と , exponential の 肩 と 重力 の 場 が か ヽ つた 分 布 に な 2 
と の 事 は 理論 稚 6, 又 実際 的 に も よく 確 め ら れ 交 事実 で ある 。 一 般 IC あ る 力 の 場 の 中 の 
CH 季 NCHHG4H が な けれ nsonatht の に OR 
っ 我々 の 場合 , 地 毅 の 或 る 一 点 ( に 共 て 外力 が 働き , 和 
8 中 心 と し て logarithmic の 場 を 作り , その 場 の 中 で 想 下 作 則 な し (C random に 地震 が 発生 す 
| る と 考え る と 。 一 腹 定 性 的 な 設 明 を 得る の で は な いか さ 思 2. 人 Ss 
。 終 Dic, 御 開 読 下さ つた 放電 光生 に 砲 記す る と 共に 。 多く の 毅 貴重 を 議論 を し て 下さ つた 鈴木 
。 Nic 穫 く 謝 し た V、。 0 


13 一 - 不 運 半面 に つい て 


京 大 地球 物理 学 教 室 形 本 兆 方 
CW 和 26 年 8 月 20 日 受理 ) 


On a 18"- Diseontinuity of the Rarth's Mantle.。 


Yoshimichi Krsrrrworo 


Geophysical Institute, Kyoto University. 
CReceived Aug. 20, 1951) 


When the values ot travel-time of seismic Waves of an earthquake observed at many 
Stations are plotted on the time distance diaeram, the plotted points are usually scattered. 
To avoid this defect, the following method was tried : several ime-distanc 枢 diaerams for 
Yarious earthquakes which occurred in the same or neighbouring region, were 8uperposed 
a8 Suitab17 as possible. 

By this method, using the remarkable earthquakes during late 24 years, were ascertaimed 、 
not only the existence of the socalled 20?-discontinuity, but also revealed a 189-discontinuity 
that will scarcely be recognized by other methods. 


地震 の 走 時 曲線 を 用 いて 地下 構造 を 諭す る 際 に , 特別 の 場合 を 除い て , 一 般 に 現在 の 精度 で 
は 個々 の 走 時 か ら で は あま り 詳 し い 議 論 は 出来 な い 汰 態 に ある . 但し 最近 は 地震 観測 に 於 ける 
澤 の 精度 向上 の 問題 が 替 心 に 採 上 られ て いる か ら , 今後 は まつ と 良く な る 事 と 思う 、 し か 
し , 過去 に 於 いて 発表 され た 数 多く の 地震 の 走 時 資料 は 非常 に 貴重 な も の で あつ て , と れ を 生か 
レ て 艇 来 の 研究 の 助け に する 事 も 必要 で ある . その 一 つの 試み と し て 菊 の 研究 を 行 つ て 見 た . 

上 (c 枯 べ た 様 に 個々 の 地震 か ら で は 詳し い 議論 は 出来 な い の で , 走 時 曲線 を 用 いて 衝 々 の 議 
論 を レ し ょ うと 思え を ば, どの 様 な 方 法 を 取る に せよ , と と か く 統計 的 な 方 法 を 取ら ざる を 得 な い 
で あろ ら ろう . 今 迄 に 発表 きれ て いる 規 時 表 や 走 時 曲線 を 作る に 当 つ て も 多数 の 地震 の 走 時 の 相 均 
が 与え を られ て いる わけ で ある し, 又 特 に 1926 年 以来 革 . 革 . Turner, 耳 .Jeffreys 等 (て と よ つ て 偽 
され た 方 法 が 代表 的 で ある . 1926 年 の Turner の 論文 や で は 1918--1922 の 地震 が 用 いら れ て 
お り , 1981 年 の Jeffreys の 論文 や で は 1923 一 1927 の 85 個 の 地震 が 用 いら れ て いる . と れ ら は 
最小 自 乗法 を 適用 し て いる が , その 基準 と する 走 時 曲線 と し て 或 る 型 を 初め か ら 与え て 居り , 
上 上 記 の 地震 は 人 世界 に わた つて いる か ら 地 域 差 や 異 方 性 の 議論 は 出来 な たい. その 意味 で は 
1937 年 及び 1989 年 の Jeffreys の 論文 や 5 で は ド オ 4 ッ 地 方 の 地震 及び 人 工 爆 破 9 個 を 取扱 つて 
いる が , 地域 差 や 異 方 性 に は 触れ て な い 、. 

以上 の 詳 論文 は , 地震 濾 速度 及び 地下 構造 MA の の 今回 念 さ れ た も 
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の は 区 の 諸点 を その 主 を 眼目 と し て いる . ' 
1) 重ね 合せ られ た 走 時 の 図 か ら 邊 細 な 不 土 続 点 を 調べ る 事 . 2) 重ね 合せ に 際 し 用 いら れる 
地震 を 狭い 地域 (例え ば 鹿島 灘 , 日 向灘 の 如き ) に 限定 する 事 に より , 地域 差 並 びに 異 方 性 の 有 
無 を 調べ る 事 。 以 上 の 二 つ で ある . そし て 1) と し て は , 皮 云 われ て いる 20* 連続 面 は 当 
然 と し て , 13? 不 軍 続 面 と も 云う べき も の が , 夫 時 図 上 の 司 曲 点 と し て か な り は つき り 認 め ら ヽ 
Rx れ , 2) と し て は , それ ら の 屈曲 点 の 現われ る 震央 距離 が 地域 に よ つ て や ょ 異な る 事 , 直 時 の 図 
時 の 形 肖 が 各地 域 に よ つ て 夫々 不 程 度 の 特徴 を 示す 事 等 が 認め られ た .。 
克 料 方 法 及 び 結果 を 炊 に 逃 べ る 。 「 
資料 は 気象 要覧 に 記載 され て いる , 生生 演 お 剛 条 2 2 ー1949) の 期間 の 顕著 
地震 で ある が , と れ ら の 内 , 同一 地域 或 は 近接 し た 地域 (に 震源 を 持つ 冶 つ か の 地震 の 走 時 の 図 
を 最も よく 合う 様 に 重ね 合せ る . と の 様 な “Grouping ” の 手続 を する と , 出来 を 走 時 の 図 は , 
それ ら の 内 に 含ま て れ て いる 誤差 の 大 きい 値 は 図 の 上 で は まばら に な り , 正しい 値 は 密集 し て 自 
0 か ら 一 つの 流れ を 示す 様 (に な る . と の 方 法 で 作 つ た 走 時 の 図 は 、 個 々 の 地震 の も の に 比べ て 才 
了 つと は つき り と , 不 連 続 点 の 所 在 を 示す 答 で ある . 
6 と の 手続 を 炊 の 5 地域 に つき , 下記 の 地震 を 用 いて 行 つ た , 但し 括弧 内 は その 地震 の 発震 年 
て (昭和) 月 日 を 表わす . (第 1 て 5 后 ) 


も の を ah そこ / 
XR 


ンー 


1.。 杏 湾 ( 芝 1 図 ) 
1) 信 娘 光 (5.12.8) 
2) 同 前 (5.12.91) 

8) 新竹 台中 10.4.21) 
4) 台東 沖 (11. 8.22 ) 
5) 同 前 12.19.8) 
6) 同 前 (12.12.14) 
7) 花 沖 8.9.7) 
8) 台東 沖 C18.12.7) 
1006 2000 3000 。 5) 哀 義 6.12.7) 
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Fig.1 Grouped time-distance diagram of 9 remarkable 
earthquakes occurred in the region of Formosa. 


玩 ま と れ ら 各 地域 の 走 時 の 図 を 眺め て 見 る と , 台湾 グル ー プ ( 泌 1 図 ) ic 於 て は 。 震央 距離 
2200km ( 約 20?) に 明らか な 選曲 点 が あり, これ は 所 語 20* 不 連続 面相 当 し て いる 。 
日 向 警 グ シ ー プ ( 牙 2 図 ) は 直線 的 で 屈曲 点 は 認め られ な vV、 
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2. 日 向 共 .( 牙 2 図 ) 
1) 日 向灘 (4.5.29) 
| ゥ ) 同 前 (6.11.9) 
| 3) 同 前 (6.11.9) 
4) 種 ヶ 島 沖 9.10.27), 
| 5) 日 向灘 2.1.6) 
] 6) 同 前 (14.38.20) 
| ヶ ) 同 前 16.7.20) 
| 8) 同 前 て 16.11. 19) 


『 9) 同 前 (17.8. 22)。 


_1000 300 
3 000 


_ Hig. 2 Grouped tme-distance diapgran、 of 9 remarkable 
ー earthquakes occurred in the region of Hyuga Nada. 


8. 鹿島 灘 (8 図 ) 
1) 鹿島 灘 (10.7.19) 
2) 塩屋 崎 沖 (18.5.28) 
8) 鹿島 灘 (18.6.18) ^ 
4) 同 前 18.9.29) 
5) 扇 島 県 沖 (18. 11.5) 
6) 同 前 18.11.5) 
7) 同 前 (18.11.6) 
8) 同 前 (18.11.7) 
9) 同 前 13.11. 92) 
_ 1000 2000 3000 10) 同 前 (13.11.80). 


Fig. 3 Grouped time-distance diagrann of 10 remarkable 
earthquakes occurred in the regton of 氏 ashimna Nada。 

鹿島 区 グル シー プ ( 巴 3 図 ) こ て は , 固 央 距離 1400 km ( 約 18?) に や ヽ 明らか な 大曲 点 が あ 
る 様 に 見 える が , 1400 km 以 世 に 和 観 測 点 が 極め て 少な た い の で は つき り し な い . と の 点 を 科 2 た 
め に 後に 逃 べ る 工夫 が 入 さ れ た . 

' 北 海道 南 沖 グル ー プ ( 矛 4 図 ) は , 鹿島 灘 グループ に 比べ て 曲 牽 が 大 きい 様 で ある . 怖 曲 点 は 
あま り 明 ら か で たい が 震 央 距離 1250 km に ある 様 で ある . 

千島 提 提 島 グ ルー プ ( 芝 ら 図 ) に 及 て は , 芽 8 図 と 同じ く 岩 央 距離 1400 km に や ゝ ヽ 明か な 大 
曲 点 が 見 られ る ・ 


ゃ 
# 


10 10) 「 199 一 不 巡 続き 古 に つい て 


いい 2 4. 北海 道 南 沖 
' ( 芝 4 図 ) 
1) 馬淵 川 河口 沖 6.3.9) 
2) 万 屋 崎 沖 (7.9.3) ロ 
3) 馬淵 川 河口 沖 C8.6.14) 』 
4) 宣 十 沖 C10.10.13) 
5) 同 前 (10.10.18) 
6) 万 屋 崎 沖 (11.6.8) 
7) 色 沖 (12.3.22) 
8) 八戸 沖 (18.6.13) 
ー 9) 同 前 (18.6.13) 

1000 2000 。 . 36000 

人 KM 


5 10) 同 前 (18.6.15). 


Hig.4 Grouped me-distance diagram of 10 remarkable earthduakes occurred 
in the region of the southern sea o 革 the coast of 耳 okkaido. 
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5. 千島 提 提 島 附 近 
( 芝 ぅ 図 ) - 
1) 近 提 島 南 東 (4.6.18) 
2) 同 南 東 (5.7.28) 
8) 同 南方 (8.5.2) 
4) 同 南 東 (8.7.9) 
5) 同 南 東 (12.92.21) 
6) 同 南 東 (19.2. 23). 
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1000 2000 S000 


Hig. 5 Grouped time-distanee diagram of 6 remarkable sarthquakes 
oecurred in the reeion o 甘 Etoro Island. 


上 の 鹿島 離 グル ー プ の 説明 に 逃 べ た 交 く , 鹿島 灘 グル シー プ ( 巴 3 図 ) で は 後生 部 が , 又 台 湾 グ 。 , 
ルー プ ズ ( 志 1 図 ) で は 前 件 部 が , 夫 ぇ 海上 の た め に 観測 点 が 極め て 少な たく, その 郡 分 の 議論 が 肌 
来 な い . そこ で 欧 の 工夫 を する 。 

オ 1 図 才 2 図 を 重ね 合せ , 又 葉 3 図 , オ 4 図 ,5 図 を 重ね 合せ る . 日 本 を 南北 に 大 別 す れ 
ば , 前 者 ( 事 浴 十 日 向 灘 ) は , 或 る 意味 で は 南 生 部 か ら 北 へ 進む 地震 波 CP 波 ) の 示 時 の 図 を 代表 
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000 _ 2000 2000 
Fig. 6 Grouped ime- 培 8KRe6 diagran of 18 remarkable earthquakes 
っ oeeurred in the region of Formosa and 耳 yuga Nada. 


5 証 


te し cvs ss っ who 


と うす れ ば , 隊 明 NSXIM2Uhr み mc 合間 


オ 7 は 人 (BL 導 北条 拭 は ) 


4060 人 KN っ 2000 S000 


時 _ Fig. 7 Grouped ime-distance diagran of 26 remarkable earthquakes 
_ ocecurred in the region of Kashimma Nada, the southern sea of the 
_ coast of Hokkaido and off Etoro Island. 
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泌 6 図 に 失 て は , 前 逮 
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印 ち 岩 源 が WohoroviGie 層 の 最低 都 に ある て 仮定 
と の 計算 は ご く 大 雑 犯 な $ の で あり , 且 点 も 十分 
続 面 の 深 さ な ど と 云う 数 値 的 な 議論 を 直ちに 芽 8 図 か ら 云 々 えす る 事 は 出来 な い . 


Wefocit ヶ (人 kk/(ec) 
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166 200 300 400 500 660 700 

Fig.8 Velocity distribution of P-wave in the 
Earth's mantle, obtained by Kishimoto (full- 
ine), and by Jeffreys Cbroken-Iimne). 


136 一 不 押 続 面 に つい て 


荒 の 20? 不 連 続 面 に 相当 する 怖 曲 点 が 和 倫明 ら か に 認め らち れる. と の 屈曲 』 


30 


点 は 牙 7 図 に も や ヽ 不 明瞭 な が ら 
認め られ る . 


1 


地 7 図 に 誠 い て は , 前 述 の 震央 
距離 1400 km ( 約 18”) の 屈曲 点 が 


っ 


確か に 存在 し て いる 事 が わか る . 
と れ は , 云 は ゞ 18" 不 連続 古 と も 還 
云う べき 不 連 続 耐 の 存在 を 示す 様 
(に て 思 われ る . 1 
次 に , 志 7 図 を 用 いて , Herglotz・ 
Wiechert の 2 英作 エフ 02 
の 地震 波 度 分 布 を 求め て 見 る 
小 7 図 に 最も 確か らし く 目安 で 曲 
線 を 引い て , こと の 曲線 (C Herglo 硫 - 
Wieehert の 方 法 を 適用 すれ ば 芝 8 
図 を 得る . 但し , 計算 に 於 いて 除 
か る べき MohoroviGie 暦 の 厚 さ を 


84km と し , 震源 の 深 さ は 34 km 


取ら れ な か つた か ら いら , 20* 政 は 18 不 軸 


上 内 上 の 様 に 目 


交 で 最も 確か らし く 引 か れ た 走 時 曲線 か ら 得 られ る 地球 内 部 の 地震 波 速度 分 布 が Jeffreys な 上 
どこ ょ つて 得 ち られ た 結果 と 如何 な る 関係 に ある か を 知ら うと し た の で ある 。 
最後 に , と の 問題 に つい て 終始 御 指導 を 喝 つ た 西村 英 一 博 圭 iC 厚く 感謝 の 意 を 表す る 。 
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The Physical Propertes of the Earth's Core.() 
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で 、 


1) The theory of the internal constitution of tne earth is explained historically as an 
introduction. 


2) The question, “TS the earth's core Gas or Liquid ? ?,。 iS discussed and we get the con- 
g 


clusion that there are temperature8 corresponding to atomic numbers, below which liquid 
State is stable and above them gaseous state iS stable. We call these, temperatures a8 
を critical temperatures. For example, the critical temperature corresponding to the atomic 
number 30 is 5000--70002K and is less than 20009K 計 the atomie number does not exceed 20. 
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本 1. 板 観 地球 物理 学 が 対象 こす る 自然 現象 は 。 副 次 的 な 影響 と 。 複 区 に か ら み 
胃 合 つ て いる . その た め , これ 等 の 影響 を 除去 する よう 。 和 観測 の 条件 失 置 等 を 配慮 する と と 
に ょ つて , 地球 物理 学 の 数 多く の 進歩 が 途 げ られ て きた . 然るに , 地球 内 部 構造 論 は は 地球 物理 
= 学 の 分 野 に あり な が ら , 地球 の 内 部 を 通過 し て きた 地震 波 の 。 地上 に 記 け る 観測 記録 以外 に は , . 
_ 何 の 懸け も $ も あたえ られ な か つた た め に , その 発展 を 阻ま れ て いた . 従 つ て , 地震波 の 沈 
、 を 走 時 曲線 か ら . 縦 波 , 横 波 の 速 さ を , 深 さ の 函数 と し て 求め られ る , 2) 地球 楼 内 を 横 波 
は 通過 し 難 」 と いう と と が 分 つて か ら , 二 十 年 間 , 地球 物理 学 の と の 領域 に 於 て は , 何ら の 
| 本質 的 な 附け 加え も な され ず , 我 え は 以上 の 2 つか ら 得 らち れる 結果 と , 他 の 地球 物理 学 的 測定 
ょ り 得 ら ち れ た , 地球 の 大 き さ , 質量 , 慣性 能率 , 有効 本 性 率 , 等 か ら , 地球 の 内 郡 に つい て の 
模索 を 続け て きた に すぎ な い . ' ' 
。 。* 例 えば , 地球 内 部 の 密度 分 布 に 関す る BuUen の 最も 代表 的 な 研究 も , 区 式 (1) に 於 て , 双 
| 9 項 が 無 証 出 来る ,。 と いう 仮定 を お いて いる ,。 
3 (GP/ み )=(②P/2p) (9p/2) 二 ②P/27) (9772) ① 
ぢ : 圧力 7: 中 心から の 距離 p: 夫 度 7: 輝度 
静 水 圧 証 衡 が 成立 する と すれ ば , 上 の 式 は 一 @p77(⑦/7 
' G: 万 有 引 カ 常 数 。 で)=/ 4z7PO) み (に 等 し い . 
2Z/9p= ニ ブ /p。 ブ : 体積 紅 性 率 , は 地震 波 の 速 さ か ら 求 め ら れる ・ 又 , Grineisen の 炊 態 の 方 
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程 式 を 仮定 すれ ば , 92P/27=3 が yg/ ア , 刺 : Rydberg 常 数 。 ツ yg: Graneisen 常 数 
ア : 物質 1 モル 当り の 体積 , 1 の の 


と と ろ が , 地球 内 部 の 溜 / 度 の 上 限 に 就 い て の 西武 の 研 四 2 は , Bullen と は 和 逆 に , 牙 1 項 を 無 症 


する . 印 ち , 深 さ と 共 ( に 増す 圧力 の 増大 を , 汐 度 の - 上 昇 に よ ょ つて の み 補 償 す る と 革 え て $, さ 


人 ほど 巨大 な 温度 上 昇 を 必要 と し な いと と を 示し , 2 項 が 無 親 出来 る 項 で は な いと ゆう と と を 


再 認 識 さ せる と 共に , 過去 の 研究 に 対し 皮肉 た 一 石 を 投じ た .・ 

実際 の 不足 , 理論 的 洞察 の 欠 除 , に 由来 する 学問 の と の 様 な 小 % は , 地震 波 の 横 濾 を 通さ な 
い , 耐 も 高密 度 の 地球 桜の 存在 に 姓 し ,。 それ が , ニッ ケル と 氏 の 類 表 汰 態 で ちあ ろう, と いう 常 
識 的 見 解 を 流布 させ た に 止ま り , 何故 ニッ ケル と 鉄 で な けれ ば な ら な いか , 或 は , 他 の $ の 
で あつ て は 何故 悪い か , と いつ を た ょ うな 更に 進ん だ 研究 へ は 発展 出来 ち し な か つた . 

だ が , 高圧 実験 に 於 ける 進歩 は , 我々 x に も 新しい 知識 を も たら した. 水素 は 0.8X10? 気圧 
で , 密度 が 0.35 から 0.77 に 飛躍 的 に 増大 し , metallic phase (と 転移 する . 同じ ょ うな 現象 が 
硫 素 , 鍋 , 焼 , に も ある と と が 分 つて きた . 深 さ 2900 km. に 記 け る 密度 の 飛躍 的 増大 を , と 
の 現象 と 結び つけ て 考え る な ら ば , 地球 桜の 構成 物質 と し て , 殊更 <, 重い 金属 元素 を 考え る 
必要 は な く な る . と の 実験 的 事実 を 背 苦 として, 地球 欄 。. 及び その 内 楼 の 成因 を , 1 菊 才 2 
次 の 相 変 化 に 大 せ し め る , 定性 的 で は ある が 見 事 な 読 明 を , Ramsey?) が あたえ た. 


地球 は , 太陽 系 に 属す る 一 遊星 で ある が , 大 質量 の 塊 り で ある と ゆう と と < 於 て , 一 般 の 恒 
星 と 同じ 物理 的 性 質 を も ち , 地球 を 恒星 進化 の 一 段階 と 考え る と と に よ ょ つて, 多く の 示 史 を 受 


ける . 1925 年 。 Adams が 巨大 密度 の 星 (白色 艇 星 ) を 観測 し , 天 26 年 , Fowler は , その 様 
な 星 の 内 部 で は , 隣接 する 原子 間 距 離 が 極め て 小さ いた め , 原子 柱 を と り ま く 電 子 は 凡 て 電離 
し て , 所 詩 , 縮退 電子 が ス を 構成 し て いる と 城 え , その 様 な 星 の 存 在 を 理論 的 も 青 定 し を . と 
と に 我々 は Ramsey の 読 の 極限 の 場合 を 見 る と と が 出来 る . 

以上 逃 べ を た と と か ら , 地球 深部 は , 高圧 の た め に , 電離 し た 電子 と , 圧 イ オン 化し た 。 原子 
と か ら な る と 考え られ る . 9 

2. 気体 か , 液体 か ? 地球 楼 が , 気体 で ある か , 液体 で ある か , 或 は また 固体 で ある か , 
を 調べ る I こ は, 夫 ゞ の 場合 の Gibbs の エネ ルギー ず = 玉 +P ア ー の 8, 戸 : エネ ルキ ギー. 了 ア : 容 
積 ,9: エン トロ ピー, の 大 小 を 比較 し , それ が 一 番 小 さく な る も の を , 安定 た 相 と 考え れ ば 
よい . 光 に も 逃 べ た よう に , 地球 簿 は 電 苑 し た 電子 と れ オ ン か ら た り 。 固体 或 は 流体 の 場 人 に 
は , 金属 結 合 類 似 の も の と 考え られ る か ら 。 我々 は Rice? だ 科 つ て その ポテ ン シ ヤ ャ ル エ ネル 
ギー を 区 の 様 に お と う -. 

び =04 二 Os,。 04 ニー41 の アー 7W7468 7s=(@ が /40 人 (377P)2 
但し 。 4」 は 4:/77 ニ 2.0 て 2.4 な る 常 数 で , ヶ は 一 原子 当り の 自由 電子 数 で ある 。 


胃 
え 
必 
選 


5) 15 


。 ん : Planck 常 数 , . xx。: 電子 の 質量 , : 物質 1 モル 中 の 自由 電子 数 , 。: 物質 1 2 
自由 電子 の た め の 室 隙 .. 
然 ら ば , 妃 = ひ 4 填 Os 十 87,。 及び 4 圭 び Os 填 (3/2)A の アー7・(②10g の 7/27)・ 
に 丸三 ダ electron 十 (8/2)R ア 7 . 
婦 aectron: 自由 電子 の エネ ルギー, ?, は 液体 の 自由 体積 で , Einstein 模型 だ と 
9, 三 (7/2z7。 の 2。 Debye-Born 模型 だ と =(47/2Zzxz(e-79y の 792 だ か らち ら 何れ の 場合 
で も , (91og 994 ご 372・ 添字 , $, 7。 の は 夫 ゞ 固体, 液体 , 気体 を あら わす . 
従 つ て , 如 三 如 三 び 4 土 び O。 十 887, で ある 一 方 
785。 ニ 7S, 三 37 [一 og(⑥ ヵ / の ) 十 4/8], 78。= ニ (5/2)A の の 士 7 1og [2zwe7/ が 22P/ が z)] 
@p: Debye の 特性 濁 度 。 ww:: イオ オン の 質量 , Wz: Loschmidt 数 . 
了 T, 及び 電子 に ょ る 7S は 三 相 に 共通 だ か ら 省 略す る と 
=@, み び 4 填 び 0s 十 82 ゲ アー87[ー1og (⑨9 ヵ /7) 十 4/3] . 
G。 ーー 婦 aeetron 十 (3/2)2 の ー(5/2)A ア ー7 1og [2Z77/ が が)32( ア /WZ)] 
徒 つ て , この 様 な 基 え 方 か ら は , 固 相 , 液 相 の 安定 性 を 区 別して 論ずる と と が 出来 な た い . 政 に 
以後 は , 握 相 と 液 相 ( 固 相 ) の 安定 性 を の み 吟 味 する 
仮定 に より 玉 aectron 三 Oz. だ か ら 
一 @。 ニ 04 十 71og [(2Z 克 / が 7 の 2 の p7Y/ が W)] (⑧⑫) 
ン 0 な ら 気 相 が 安定 , <0 なら 液 相 が 安 完 . 
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Eig. 1 Debye's characteristic temnDeratUre. Fig.2 Debye's maximum freduency・ 


隔 要 内 の ②⑦ ヵ ,。 7777 ョ リ は 


Hig.3 Graneisen's parameter. 


@⑦/, ce 一 だ @p,。 


23 で ある ・ 


太 三 6・ 02, 放 三 8. 92 


な か ら 


ーー っ トー 
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の,c 


277 が 2 
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15309K | 
1300S 氏 


8R9cO 記 


2.70x10* 


] 


09 到 | 4.84x105 
18609 到 | 3.87 メ 105 


15809K | 8.29X105 


これ か ら (②) 式 芝 2 項 の 計算 が 出来 る 
mable 1 に 示し た . 
下 の 値 を , 液体 と 考え た 場合 の 牽引 ポテ ン シ ャ 


59XUO2 語 CN の SS2 吉 8 


仮定 に より 


- 当り の 自由 電子 数 ツ を 知る 必要 が ある . こと れ を 欧 の 様 に し て 求め る . 


Grineisen の 汰 態 方 程 式 に ま よる と アァ = ニー(d0/gP) 二 (8ye7/ ア ) 


ア 


て 問 


ーー 


結果 は 


ー ペ ー ズ ペー adopted the density distribu・ ルル エネ ギー と 比較 し て , 気 , 液 , 相 の 安定 性 を 吟 
Eo tion after Jeffreys. 油 
- 久 -@⑯- adopted the density distribu- 味 す る と と が 出来 る .、 その た め に は , 見 ず , 一 原子 
tion after Bullen. - 
Table 1 Computation of アア 7・1og{C2z7 を が 27 アプ /2 9p*CP/W7 う } に 
当 GX10228279 寺 Ua 
9 
Atomic Number 10 ・ Atomic Number 20 | Atomic Number 30 
。 7 人 K し 
7e ニ 1.0 7e 三 1.5 7 な =1.0 79=1.5 | re=1:O 7 な 1.5 
3000 1.98 2。H2 2.25 2.40 2.42 2.58 
5000 2 9 ョ グル 3.41 39860 9.72 3.96 
8000 4.28 4.65 -4.96 SB _5.46 5.85 
11000 5.44 5.98 6.40 6.94 7.08 S cs も 
15000 6.88 7.58 * 8:A8 8.90 _9.10 9.86 
20000 8.40 9.40 10.2 11.2 11.4 12: 相 こ 


ーッ と うま うう の 
今 , 原子 一 個 当 り の 体積 を 2 e: イオ ン 征 径 


で あら わす と , 各 向 晶 構造 に 対応 する c の 値 は 9 
6 体 心 立方 構造 で は 8 Cr9- め の ) 
ま 、 面 立 方 村 造 で は = 02 
本 ダイ オヤ モ ンド 構造 で は 9 三 (8・8_?2) 
革 。  、 方 記 客 構 造 で は ・ om pe 2 


| で ある 、 地 球 撲 内 で は , 高圧 の た め に 最も 列 密 な 構造 を と る と 考え て ec=2- の 2 し 。 更 
に 。 原子 を 球 汰 と 考え る と , 原子 一 個 の % つ 自由 電子 の た ゅ の 次 隙 は 
3 82 パー4Zz・8 り ) の =1.47 8 2 1 
3 物質 1 モル の 占め る 体積 中 , 自由 電子 が 運動 し 得る 体積 ア 。 は Y/ ル =38.85 で ある ・ 
|。 この 関係 と (3), (④) 式 より , 一 原子 当り の 自由 電子 数 y を 得る . と れ を Table 2 ic 示す 


Table 2 Co -relation between temperature and the 9 
number of free electrons per one atom. 


還 人 Atomic Number 10 Atomie Number 20 Atomic Number 30 
7e 三 kk0 が の ーーHO 7e 三 1.0 | 7e 三 1.5 1 7g 三 エ .0 7e 三 1.5 
3000 0.1576 0.142 0.3505 0.3345 0.612 0.600 
5000 0.1364 | 0.1068 0.333 0.305 0.590 - 0.56r 。 
8000 0.1000 0.0300 . 0.298 0.255 0.560 0.515 
11000 0.0529 ーー 0.266 | 0.195 0、527 0.465 
_15000 = 計 0.2173 -0.0941 _ 0.3480 0.885 
_ 20000 」 ーー ーー 0.1422 ーー 0.422 0.281 


|。 Table 2 か ら , ひ 4 を 求め , 刊 別 式 (②) に より , 気 相 と 液 相 の 安定 性 を 吟味 する と と が 出来 
。 る . Table 8 及び 項 g. 4 こと れ を 示し た ・ 


Table 3 Oo-relation between tennperature and attractive potential NH ー04. 


_ Atomic Numhber 10 Atomic Number 20 Atomic NE 830 
7e 三 1.0 7e 三 1.5 7e 三 1.0 24 三山 55 2 020 り 7e 三 1.5 本 
| 補 Si| 4 
0.445 こ 0.534 | 0.860 こ 0.432 | I.7562.100 | 1.600 て 1.920 | 4.60 て 5.52 44.42ー5.30 cs 


+ 
0.334_0.400 | 0.208ー0.243 | 1.580 て 1.900 | 1.328 て 1.596 | 4.28 一 5.14 3.87ー-4.65 
0.1790.215 | 0.016ー0.021 | 1.265->1.520 0.930~1.I18 3.85ー-4 61 3.25--3.90 
3 
2 


」 0.050~0.060 ーー |T.OIO-1.212 | 0.548-0.650 3. 負っ 4.10 | 2.653.18 に 
ー ー 0.675-0.810 | 0.126-0.152 | 2.883 っ 3.40 | 1.82 っ 2.19 
ー ー 0.290-0.348 ー 2.19-2.62 | 0.97 っ IL.16 


まさ > < ゴ 
7 


18 C18) と 地 球 楼 の 物 * 理 的 性 質 


本 PE / 75x/93 20 TK 


Fig. 4 Stability condition for the element of atomic number 30. 


mable 1, Table 8 及び Hig.4 か ら , 地球 桜 を 構成 する 物質 の 原子 番号 が 30 以下 な ら , 多 , 
その 湿度 が 7000* KK 以上 な ら , 地球 楼 は 気体 で ある , と 云 うこ と が 出来 る 、 Fig. 8 より 原子 番 
号 が 30 な たら, 地球 欄 は , 5000?K 乃 玉 7000?KK を 境 と し て , それ 以上 の 温度 で は 気体 。 それ 
以下 で は 液体 , と し て 安定 で ある . 各 原 子 番号 に 対応 し て 定まる と の 様 を 汐 度 を , 便宜 上 , 臣 
界 温度 と 呼ぶ と と に し ょ う . する と , 原子 番号 20 以下 の も の の 了 臨界 漁 度 は Table 1, Table 3 
より 8000?K 以下 で ある と と が 分 り , 地球 要 の 汐 度 と し て は 通常 と の 溜 度 以 上 の も の が 考え ら 
れ て いる か ら , 地球 桜 を 構成 し て いる 物質 の 原子 番号 が 20 以下 たら 地球 要 は 気体 で ある と いえ を 
る . と の 臨界 温度 は 原子 秋 号 と 共に 増大 或 は 減少 し , 地球 要 が 若 し Ramsey の 説く 様 に SiO。 の 
metalic phase で ある な ら ば , その 下 均 原子 番号 は 10 で ある の で , 地球 楼 は 。 気体 で な けれ 
ば な ら た ない. と の 結果 は 「 深 さ 2900 km. (と 貢 て , 相 変 化 する と 基 え る な ら ば , そ と で の 鶴 度 
の 急 江 な た 上昇 を 設 明 す る と と が 出来 て も 。 何 夏 ic。 園 相 か ら 非 固 相 え 転 移す る の か と ゆう と と 
が 説明 で き な い .| と ゆう , Jeffreys こよ つて Ramsey に 対し て 発せ られ た 質問 に と 衝 を る も の 


廊 上 
1) 西武 , 地震 学会 誠 演 会 , 昭和 26 年 5 月 、 
2) Ramsey, M. RN. R. A.S. Geophys. Suppl., 5, 309 1949)、 
3) Rice, Electronic Structure and Ohemical Binding. 


愛知 衣 洛 岸 の 年 邊 均 潮位 の 変化 


名 古屋 大 學 理 晃 部 物理 移 教 室 佐 野 商 一 
(昭和 26 年 7 月 29 目 受 理 う 


On the Chanses in the Heights of Yearly Mean Sea Lsvels 
along the Coast of Bay of Tse. 
Shunichi SANo 
Physieal Institute, Nagoya University 
CReceived July 29, 1951) 


The auther studied the changes in the heights of yearly mean sea levels atthe mmareograph 
Stations situated in Aichi Prefecture and at the mouth of 氏 isogawa River. 1 js Suggestedl 
from the results of the present study that the land in Aichi Pret. sank gradually from 
1981 to 1988, then it rose since 1988。and the upward movement continued 人 1] it begins to 
sink again in 1934. The local irregularities am rising or sinking of the ]and in the region 
under consideration are not remiarkable but for the jand of 氏 i Peninsula where the general 
mode of deformation was of different type. 


ヽ 


1. 愛知 県 溶岩 お よび 不 算 川 河 日 地域 に は 多数 の 検 潮 場 が お か れ て いる の で , と れ ら の 前 位 
観測 の 結果 (C も と ずい て , 東 南海 地震 前 後 の と の 地 太 の 地 吉 変 動 を 栓 出し ょ うと 試み た . 栓 潮位 
の 大 都 分 は 河川 改修 の た め と 河口 に 設け られ て ある の で , 河川 の 影響 が 少 い も の を 選び 出す と 
| 揚 友 川筋 吉 之 刀 。 木 生 川筋 横 滴 蔵 , 日 光 川筋 六田 前 新 田 軸 川 筋 前 芝 ( オ 1 図 参加 ) の 4 箇所 
と を たり , 伊 奏 湾内 の 海港 に ある 名 古屋 港 , 大 野 , 師 崎 , 武豊 , 西浦 , 編 江 と 比較 し て , 年 下 均 
- 潮位 に 対す る 河川 の 影響 は 1 em の 程度 で ある と 考え られ る . 
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1: 2ogoepo っ 
Fig.1 Distripution of MLareograph Stations. 


と れ ら の 検 潮 場 で は ! (名 古屋 港 を の ぞい て ) 量 水 標柱 を 基準 と し て 和 観測 を 行 つ て いる の で , 


で ある と み ら れ る 部 分 は 甘 者 が 訂正 し た . 2 
と 
駒の の 、 35 4oO 45 35 45 
2 YoSHINoMARU TAKETOYO 


邊 区 | | 次 2 | 6 

革 | 槍 滅 所 SN 5 | 32 18 184 1285 178687 | 58 19 140 14228 145 
所 管 J Ge 

1| 吉 稼 丸 | 設 省 | 96| 97| 9z| 102| 107| 99| 106| 1oy| 102| 99| 109| 9g| 9%0」 84 | 
2 横 満 蔵 | 同 上 | 121|121 121| 126| 128| 126| 189| 186| 188 121| 182| 116| 107」118| 
_ 3 扉 田 前 新 田 | 愛知 県 | 184 | 185 | 136 188| 148 148 147| 149| 144| 145| 148| 141| 140 19 
4 名 古屋 港 | 同 上 | 168|168| 168|167| 173| 170| 177| 177| 171| 173| 79| 177| 168| 一 
5| 大 野 「 同 上 | 一 | 95 | 98| 98| 109|108 95 101| 98 94|101| 99|104 102 
6| 龍 吐 | 同 上 | 17| 120| 121| 121| 125| 121| 180| 126| 128| 122| 127| 484| 18| 4 
7| 豊 ] 同 上 | 一 | 一 | 一 | 一 | 179| 168| 178| 202| 190| 192| 155| 188| 一 | 143 
8| 丁 浦 | 同 上 | 149| 152 | 154| 158| 156| 145| 161| 164| 168 157| 164| 162| 150| 152 
9 前 芝 ] 同 上 | 57| 55| 5s| el| 69| ell 66| 69| | eu| 名 | 65| 59| 一 
10 衣 江 | 同 上 | 119 | 120 | 128 | 125| 129| 124 180| 181| 198| 129| 126| 120| 121 4 


PS 1 6 
2 5 に っ 9 ピス) 3 で ご 
1 っ ご の オメ と ん な ー 3 
55。 いつ 0 ら Ci 
(と | 2 の 
と ナタ を な 0 
20 GO 、 愛知 県 漆 差 の 年 符 均 溢 位 の 交 化 。 ) 


の に 下層 ら 全 は だ いた いよ く 行わ れ で いる よう に われ 9 1 
- オ 1 表 及 び 芝 2 図 は 各 脇 潮 場 に お ける 年 息 潮位 で , 大 て い は 月 中 の 潤平 潮位 の 下 均 値 を 1 
年 で 下 均 し た も ゃ の で ある . と れ ら の 値 は 所 管 『 和 公 の 原 稚 に よ つ て いる が 。 明らか に 計算 の 談 
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Fig. 1 Yearly Tean Sea-Level、 


Table 1 針 下 均 潮 位 (< 軍人 位 cm) 


2. 下 均 海水 面 の 変化 対す る 気象 や 海況 の 彩 り 生 は を て KANS a せ られ て いる が 


枝 : 二 野 克 - 商 。 一 * DA 22 


年 年 潮 位 の 変動 は 大 部 分 が その 附近 の 土地 の 昇降 | に よる も の で ある と いう と と に 意見 が 一 致 
NSIMSASSS 4 つて で つて て で は 年 測 均 潮位 の 変化 は 地殻 変動 を 表わす も の と し て , そ を 
の 祭 間 的 変化 を し ちら べ て みた . 

ン 図 は 各 検 潮 場 を 北 か ら 南 を 一 列 こ な ら べ て , 一 年 間 の 変動 量 (年 邊 協 潮位 の 券 ) を 示し 
た も の で ある . と の 変動 量 は , 海洋 学 的 乃 玉 気象 学 的 な 彩 響 は 別 と し て も 。 水準 測量 に よ つ て 
3412 5 7e9 1o 求め られ る 変動 量 と は 異 つ た も の で 

ある が , と いで は 問題 に し たい. た 


N 


が 手もと に あつ た の で つけ 加え て お 
いた り . 愛知 県 河岸 で は 1988 年 ま 
で 光 位 が 上 昇 し , その 後 1944 一 45 年 
以後 再び 乱 に 上 昇 す る まで , や ゝ 含 
(下降 し て いる が , 3 図 に よれ ば 
特に 明 朋 な 局 地 的 な 変化 は 認め られ 


こ 

ーー 

2 
の 


48, 44 年 の 変動 量 を し ら べ る と , 一 
麻 よ くそ ろ つ て くる . と ぃ \ で 1987 
年 は 紀伊 生島 で 最も 潮 倍 の 高 か つ た 
と き で ある . や いく わし くみ れ ば , 


が 多少 異 り 全 体 と し て の 変動 量 $ 小 
さい . また , 直之 丸 , 横 満 蔵 , 武 
豊 は 変動 量 が 大 きい . と れ ら の うち 


で , 大 野 お よび 武 回 は 著しく 異 つた 
変化 を し て いる が , と の 2 ク 所 は 少 
く と る 最近 の 記録 は あま り よ く な い 
と と な どか ら み て , 知多 生島 の 中 央 
部 で 特 (に 異常 た 変動 が あつ を た と と を 


82 ef hheLand  ] 40c 結論 する と と は で き な V・ 
.@ No Displacement の 。 紀伊 生島 は 愛知 県 沿岸 と は ち が つ 
公 …3o、。 No. of Mareograbh Station in 1 9 
た 運動 を し て いる が , 検 潮 場 の 数 る 
Fig. 3 Distribution of Vertical Displacements 5 
due to the Interval of One Year. 上 少く , 島牧 は 零 線 が 変化 し た 甘 い も 
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な い . 1981 一 1987, 88 年 及び 1988 一 


名 古屋 浴 。 大 野 , 師 崎 は 変動 の 形式 。 
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Eig. 4 Distribution of Vertical Displacements due to the 
Time Tnterval 1931--87, 88 and 1938 一 43,44. 
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避 4 南 
0 MA 気 梨 集 誌 。28 C1950) 201 一 211. ・ 
四 包 、 Bull. 笠 HI Res. Tnst., TX C1941) 288 一 247. こと で 引 用 し た 1) の 次 料 は 
= の pH し < 和 EHgS れ で いる 
宮部 直己 Ball. Earth. Res. nst., XT 1983) 278 一 814。 
2 馬 湖 jc 関す る 詳細 な 記述 , 下 因 潮位 に 対す る 河川 や 気 提 の 影響 に 関す る 誤 料 は 6 
KA _ 人 Abstract of Physical Tnstitnte。 Nagoya MPKGERMD Supplementary Volume No. 1 に っ 
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伊勢 海 北岸 て 貨 施し た 海岸 水準 測量 
名 古屋 大 聖 理 移 部 物理 邊 数 室 佐 野 液 一 
C 昭 和 26 年 7 月 29 日 受理 ) 


Levelhing Survey along the Northern Ooast of Bay of Tse. 


Shunichi SANO 
Pbysical Institute, Nagoya University 


CReceived July 29, 1951) 

Trial measurement of the heishits of land_marks through several days' or several hours? 
Observation of water level were executed, by using a portable tide gauge, along the northern 
coast of Bay of Tse. The amount of uncertainty of the height determined by this method 
oi leveliing was estimated to be of the order of a few centimeters due to tbe irregular rise 

= 。 andsink of the sea-level caused by oceanographycal and meteorological diSturDanCes. 

1. 短期 間 の 潮位 観測 (こよ つて 海岸 の ある 地点 の 高 さ を 定め る と と は , す で た 水路 部 や 地震 
研究 所 で 行わ れん て いる が , わ 
れ わ れ は 木 肖 川 沖積 層 地 比 の 
地 幽 変動 の 調査 と か ね て と の 
測量 方 法 の 精度 の 松 討 を 行う 
た め , 愛知 県 海部 郡 溶 峡 の 3 
ク 所 で と の 方 法 に ょ つて 海洋 
堤防 の 高 さ を 測定 し た ( 赴 1 
図 ). 

Hig.1-A Distribution of Measuring Foint8. 使用 し た 検 潮 儀 は 水銀 マフ 
メー ター を 利用 する も の で , 
自記 式 と 読取 式 と の 両方 を 作 
つた . と の 問 械 の 原理 は 高橋 
教授 や 萩原 教授 の 論文 ! に 詳 
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表 > SE に 
有 ) C 夫 久幸 新 到 宮 ) ( 析 台 革 喪 刈 新 ) レ く 区 べ て ある か ら 省 異 す 


る . 読取 式 は 萩原 教授 の つく 
られ た も の と 全く 同じ も の で 
の な 

海上 ロロ > に 


Tig. 1-B Sketches of Land Marks. す よ うな も の で ある . 


UMXxAXO の の 


ンー ベー ンー 
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揺 上 さき 9 の 人 


24 (24) - 伊 腔 湾 北 燈 で 実施 し た 海 天 水 準 湖 量 


高 さ の 決定 に は 基準 移 潮 場 と し て 名 古屋 港 を 選び 区 の 方 法 を 用 いた . 汗 点 ちよ び 名 古屋 港 の 
潮位 の 25 時 間 移 動 邊 均 を 重ね 合せ 


て (両者 の 差 の 在 均 が 零 に な る よう 
(こし て ) ぅ , 測 点 に お ける 水位 計 の 零 位 
の 名 古屋 検 潮位 D.L. か ら の 高き を 


Youbbertobe 
TSy vacocm て ecbntqee 


は 名 大 屋 港 D. L. 上 192em (昭和 28. 

-。 1 24 年 の 下 均 潜 仁 ) を 東京 六 中 等 攻 位 

に と 仮定 し た . 

3 直接 水準 測 生 に は 日 本 光学 会 和製 
E 型 水準 儀 と 司 附 属 標 尺 また は 土 本 

用 藻 尺 を 用 いた . 現地 で 組立 て た 自記 柱 潮 儀 の 審 線 の 水面 か ら の 高 さ の 絶対 値 を 1em の 精度 


ち 避 
Eie.2 Portable Tide Gauge. 


で 定め る と と は 困難 で ある か ら , 自記 式 を 用 いる と きゃ も 別 (と 読取 式 を 設置 し て 1 日 2 て 3 回 稚 


測 し , その 間 を 自記 記録 で つなぐ よう に し た . 読取 式 を 用 いる 代り (と 基 水 標柱 を た て て も よい 


エグ 人 あの se と と と 


定め , 水位 計 の 和 審 位 がら B.M. ま で 
の 高 さ は 直接 水準 測量 に よ つ て 求め 
る . と うし て 基準 点 の DL か ら の 邊 
高 さ が 求 め ら れる が , 真 高 を 出す c 自 


で 


が , マ ノ メ ー タ ー を の 前 で 読取 る 方 が 観測 し や すく , 水銀 や 海水 の 密度 の 変化 を 補正 すれ ば 


精度 の 点 で も すぐ れ て いる . 


も つと 短期 間 の 観測 で 測 点 に お いた 水位 計 の 基準 点 の D. エ . か ら の 高 さ を 完 め る 場合 に , 25 時 


間 の 観測 の と き は , 1 時 間 2 分 毎 の 潮位 の 下 均 値 を 一 致 さ せ た 。 ま だ た 数 時 間 の 観測 し か な いと 
き は , 当日 の 日 在 均 値 より 高い 点 だ け を と つて 重ね 合せ た . と れ は 低 潮 時 (に は 。 河川 の 影響 と 
思わ れる も の に ょ つて 各地 点 で 潮汐 の 形 が か な り ち が うか ら で あ る . 


観測 の 精度 は 水位 で 1 em 時 刻 で 1 分 を 目標 と し た が , 深 身 で 波 の 影響 が 上 い た め と の 精度 は 』 


確 呈 で きた . 名 古屋 栓 潮 儀 (フェ ー ス 型 ) も と の 程度 まで いつ て いる と 考え られ る *. 時 刻 は 
は じ め 腕 時 計 を 宿舎 の ラジ オ の 時 報 (C あ わせ た が , 作業 中 海水 で ね らし て 時 計 が 狂 う 。 よ うな と 
- と も あつ た の で , ボー タブ ル ラ ジオ を 製作 し て 測 点 で 時 報 に あわ せる と と が で きる よう し 
た (ニア チェア, 185-1T4-1m4-1R5-3S4 便 用 中 間 周 波 2 自 で BO 及び SW (9=10 WC) 用 
A 電 源 は 単 一 2 個 B 電 源 は 67.5V 積 大 1 個 を 用 いる .) 

2 こう し て , 観測 の 精度 は 一 応 と れ 以上 ic す る 必要 が な いと ころ まで いつ た けれ も 。 短 


期間 の 不 均 海水 面 で ちる と いう 仮定 が 問題 で も つて, むし ろ と の 点 で 測量 の 精度 が きめ られ る 


の で , で きる だ け 海 水 の 漁 度 お よび 密度 や 風速 の 観測 を 実行 し た . 勿論 一 点 の 表面 観測 だ け で 


2 2 ・ 詳 
了 了 明寺 が 入っ 


うに 海況 の 変化 の ある と どろ で 短期 間 の 答 測 の 結果 を 潮 に 重ね あわ せる だ け で は ,。 測 重 結 果 に 
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ーー ィ ーー。 va (2 プア っ 


GE 
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ー が 
ン - ま 記 
だ * 5 - 
本 28Cs で ヘー の: トー ED 2 
古 が 解決 する と は 考え られ 
@ ぐ で ② 
5 me な い が , 乏 来 の 研究 上 何等 か 
2 に Ce の 参考 に な る で あろ うと 思 つ 
で の * ゝ O 【e】 
ーー 2 Q ーー Sr_o IO 当 
ーー の 0 っ Co て 行 つ た. 巴 3 図 は その 結果 
ーー ご NiSt6iSOEHIRO 125 の 、X,27-3Q 3 で 
20 が GS 9 を まとめ た も の で , 隆二 や 季 
o o い ) に 2 i っ 
ーーー シ ーーー で ーー- 人 節 に よる 変化 も 大 きい が , 大 。 上 
に SE ここ し に に Ca っ 下す っ > 、 ー 
と 体 同じ 時 期 の 結果 を くら ぺる 
SESEA HEVEE = に と 杯 稲川 河 日 に 近い 方 が 塩素 


Eig. elation b ini e う に 
Hig. 3 Relation between Ohlorinity and Sea Level. 量 が 少く な つて いて , と の ょ 3 


1em の 精度 を 望む こと は 不可 能 で は な いか と 思わ れる . 


/ ビ Table 1 
測 。 豆 | 観 油 期間 観 測 方 式 | 真 < 高 | 備 者 
S に の _m 
| | 見 190 人 
( 三 等 三角 叶う 14 吐 一 2 日 15 叶 | 問 , 略 毎時 1 回 條 539m 
。 | 195t 省 3 月 27 日 | 読取 共 EE94 時 | ol 

月 上 馬 天 | 1 陸生 一 6 時 生 | 間 。 叶 時 せよ 四 | ( 

8 | の 5 記 式 に 65 Na | 測 操 ド 末 屋 25 時 間 】 航 
後 川棚 門 | 1951 年 3 月 27 日 一 80 晶 | 中 本 に よ 27 半 5.28 3 モリ 
西 来 広 | 1950 征 10 月 27 日 一 80 日 0 り 79 時 | 5.27 | 同上 2.1em 
上 1951 邊 3 月 29 有 日 | 読取 式 に より 7 時 |T.5.29 
同上 再 測 9 時 失 一 1 時折 | 間 , 喘 毎 叶 1 回 |.5.80 


水面 が 風 に よ ょ つて 傾 衝 し た と 考え る と, 実際 の 高 さ は 牙 4 図 の 結果 より 数 cm 低い と と に な る ・ 
と の 前 日 $ 雨 が 際 つ た が , と の 場合 は 低 潮 時 は 計算 か ら 省 いて 渦 水 期 で 排水 機 な ど は 運転 し て 


_ 仮 B.W. 後 川 桶 門 , 北川 桶 門 外部 秦 壁 上, 鉄 箇 頭 部 , 西 末広 , 波 返し 練 石積 西 共 上 面 
観測 経過 は オ 1 表 人 に , 測量 成果 は 世 4 図 に まとめ て ある め . B. M. と し て は 新しく 石 を 埋め る 
と , 石 だ けが 沈下 する と と が ある か ら , さ し あ た り 適当 な 構造 物 で 代用 し て お いた 
東 の 割 の 芽 1 回 の 観測 は 豪雨 2 日 後 で , 測 点 と 基準 点 と の 海水 面 の 差 の 変化 の 傾向 か ら 河川 
の 影響 を 推定 する と , 観測 期間 の 至 均 潮位 は 基準 点 の それ より 約 2 om 高 が つた と と に な る ・ 


芽 # 図 の 結果 は その 補正 が し て ある .・ 
西 未 広 の 濁 結果 の T は 名 古屋 港 の 潮位 と 直接 重ね あわ せ た 場 合 で , は 後 川 樋 門 の 章 位 と 
重ね あわ せ て 和 釣 川 桶 門 に ぉ か れ た 水位 計 の 零 線 か ら の 高 さ を 定め , 別に 求め られ た と の 水位 計 
の 高き を 加え を も の で ある . と の 観測 の 当日 か ら 天 日 に か け て 西風 が 編 か つた の で , 浴 幅 の 海 
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26 26) 館 浴 北 央 で 実施 し た 海 状 水 準 測量 


な \ い から と の 補正 は 必要 が な 


Z221 のみ 213 188 の 147 7o11 7929 。 
heieit* of lbenEh rm ・ いと 思わ れる ・ 
6 現在 の と と ろ , 牙 図 の 再 
8 5 測 の 結果 は , と れ だ け の 地 比 
ミ * 変動 が あつ た と いう より も と 


-3 の 測 重 方 法 の 誤差 を 示し て い 
-2 る と みな けれ ば ならない. 巴 
8 1 表 で 95 時間 移動 府 均 値 の 姜 
8 の 各 観 測 期間 (に お ける 標準 偏 


192 
wean Sea leveli of baylof Tokyo (asumed う 


2atum fing for て ide eavee of Naseya_ Harbour ヨー 
SD Be 時 S RI 差 は 2.1cm 到 よ び 0.6em 
NISHISUEHIRO ん HGASHINOWAK1 で ある が , 潮位 の 年 週 変 化 の 

Fig. 人 4 Results of Survey (unit of figure: meter). 型 の 局所 的 変化 も ある か ら , 


測量 の 誤 圧 を と の 数 字 だ け か ら 推 定 す る と と は で き な い 、. 

直接 水準 測量 を 実行 すれ し ば と れ ら の 間 題 は は つき り し て くる は ず で ある が , 今回 は そ と まで 
実 如 す ナ る と と が で き な か つた . と に か く 所 要 日 数 や 経費 まで 才 慮 し て , と の 地域 で は 直接 水準 
測量 に まさ る 点 は な い が ,? 渡海 水準 測量 と し て は な お 利用 価値 が ある の で は な いか と 思わ れ 
る . 


3. と れ ま で は 基準 点 が 不動 と し て その 真 高 を 仮定 し て 測量 結果 を 議論 し た が , と の 点検 
討 する 必要 が ある の で 名 古屋 港 の 潮位 の 経年 変化 を 調べ る た め に まず その 気象 要素 と の 関係 を 
調査 し て いる . 現在 まで の 結果 に ょ れ ば , 水 溜 の 資料 が 得 ら れん な か つた の で 気温 を 用 いて いる 
が , 月 正 均 潮位 に 対し て 気圧 と 前 月 の 気 注 と の 影響 が 大 きく , 気圧 係数 は 静 力学 的 に 求め られ 
る 値 に 近い . 従 つ て た と えば 1948 一 50 年 の 気象 の 影 響 に ょ る 潮位 の 変化 は 。 各 月 の 在 均 気圧 
と 前 月 の 下 均 気温 を 用 いて , 


(7 が 一 198) や ニー1.829m/mmgg (一 761.2) 十 1.38cm/co (7ー ュ ー14.7) . 


(こよ つて 表わさ れる 今回 は 計算 の 結果 を 芽 5 図 C か か げ て お くに 止め る . 

4 御 指導 を 賜 つ た 宮部 直 巳 数 投 , 測量 の 実施 (と 際 し て 援助 し て いた だ いた 愛知 県 津島 土木 
測 上 所 凡 江 分 所 , 鍋田 村 , 飛鳥 村 の 各 当 局 , な ら び に 測量 標 の 使用 を 許可 され た 武藤 地理 調査 
所 長 。 旧 陸 地 測 生 成果 を 知ら せ て いた だ いた 地理 調査 所 奥田 測地 オ 一 課長 ic 厚く 御 乱 申 上 げ 
05 


19 2 の ~- 19 3o 19 4O 


Annval Mean Sea-Level! 


_cm 0bseybed Monthiy Mean 
93 Ses:teseS lo 


caicolafed Mean Sea Levcl by 

193 Formvfaj (Lc-193)<m 

=ー1.32728mta (Pe 761.2 ) 
+1.337 ツ sc (CT ュー リネ ア ) 


購 _ Hg. 5 Ohanges of MTean Sea-Level at Nagoya Harbour. 」 0 
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' に 女 机 及 び 衣 - 
、 1 高橋 竜太 郎 , Bull. Earthq. Res. Tnst. 別 惑 1 C1934) 198 一 217. 
。 萩原 食 乱 , 表 俊一 郎 , Bull. Earthq. Res. Inst. XXT C1934) 248 一 275. 
観測 人 表 田 倒 満 氏 (名 古屋 港 務 所 ) の 調査 に よれ ば , 涯 潮時 に は 自記 紙上 の 水位 は 井戸 内 の 実際 
の 水位 より お お くれ る が 。 その 差 が 1em を 出る こと は 殆ど な い ・ 
。 3) 1950 年 8 月 及び 10 月 の 稚 測 精 果 は Geophysical Abstract of Physical Tnstitute, Nagoya 
University, Supplementary Volume No. 1 (1951) に のせ て ある . 1951 年 8 月 の 観測 粘 果 は 別 _ 
』。 。。 に 印刷 する つも り で ある か ら , い ずれ も 省略 し た 。 ン ' 
。 わ 潮 点 と 原点 と を 靖 ぶ 直線 上 で 直 錠 水準 測量 【 を 行 つた ふし た と き の 詳 和 計 を 肝 涼し て 示せ ば 天 


の 表 の よう に な る ・ 5 「 

。 叶 線 。 | 原点 一 東 ノ 割 | 原 京 一茂 川 門 | 寿 束 一 西 来店 

、 5.9km | 7.8 km 10.1 km 
1.5/ エ mm 4 4 5 

ド 4/ mm 10. ライ 12 

1 10、/ 工 mm 24 28 32 


ラー 5 本 稿 を 唱 い て か ら 」 津 測候所 で 水温 の 連続 し た 鈴 油 が 行わ を て いる と と を 知 つ た の で 津 の 月 卒 均 


水温 を 用 いて 計算 し た 結果 

と (7。ー193)cm = ー1.92C あ 一 761.2Dem /mmHg 十 1.89C9- ュ ー17.9)em/?0 

- 軒 ょ なつ た. 但し 津 の 水温 お よび 名 古屋 の 気温 の 月 王 均 の 間 の 相関 係 表 は 7=z 十 0.988 で 

] (9 一 17.9)9C=0.90CT_」ー14.7)20 と な る ・ 毎日 1 回 10 時 , 水面 下 約 30 握ら 海 水 の 温度 を 
測定 し て いる ・ 


簡 昌 


* 、 用 の 点 か ら 


。 て 変 定 で あり 」 
震 を も れ な く 捕 える 事 が で きた . 
原理 : サイ ラ 
ー バ イア ス 電 圧 が 与 を られ, 之 が スタ 
_ テー ター 地震 計 の 針 < 連 絡 され る . 
、 地震 基 の 他 ic 依り 針 が 動く と , 針 は 
電 思 昭 に 接地 され た 水銀 接点 に ふ 
ご オ アス 電 圧 が 鶴 と を な り サ イラ 
トロ ン が 点火 し , 電磁 リ レー が 働き , 
. 之 に ょ り 記 録 用 ラン プ が 燈 さ れ , ド 
ラム が 負 転 され る . 
ラム の 一 回 転 政 は , 必要 な 時 間 後 に 
スト ッ パ ー リ レー が 働き 主 回 路 の フ 
ュー ズ を 飛ば し , 記録 を 終る . 

スタ ァ ー タ ー 地 震 計 は , 何 倍 座 


スタ ー ト 後 , ド 


の 0,。 ノ フー ダン ゼイ グ 。 自選 淵 期 0:3 
6 秒 で ある . 
er 


20 っ 


な , 地震 御 測 用 々 タク ァ ー タ ー 


2 数 室 


A Simple Starter、for Recording Earthquake Motions. 
Y。 TowopA 

。 地震動 を 光学 的 ic 記録 する 事 は : 労力 ・ 費 

ら 見 て , 現在 の 日 本 に お いて は 不可 


ic 近 w、 以下 に 近 べ る スタ テー ター は 極め 
7 月 の 連続 観測 中 , 有 感 地 


トロ ング リッ ドド 充分 女 負 の 


rc 


ャ ー 


7 も 


7 ヶ月 の 連続 維 測 中 27 個 の 地震 を 捕え 。 
その 中 11 個 は , P 濾 を も 含ん で いる . 5 
較 と 結び つけ る 


此 の 病 軒 を 適当 な 遅延 貫 
と 依り , 合 め て 強 的 に 6 人 の 先 人 な 記 
を 得る 事 が で きる . 


ー 


tartep Se18mome も er 


ーー の ーー ニーーーー 


| 


Hg vesse+ ユ | 
の ポジ きた 
# 


F! 
9 
の 


put 


> | っ こ 
・ 和 1 ーーー ニー ニー ニー ニー ここ ゴー ニー ニー ニー ニー ニニ ニニ ニー ニニ ーー ニー ニニ ーー ニー ニニ ーーー ニー ニニ < 


ーー ニー= ニ = ニー ニニ ニュ ー 


S sStoppes re1ay 
M :Motor 
L :Lamp 


ーー バーーーーーーーーー ニ ーー ニー ペー ニュ ーーー 1 


本 ああ な Zs 2 の な 7 ee ee 


に ミア テー ドコ に た モネ マ ミー と で で 


呈 . AsADA and NN. Ds まま 


在 来 の スクータ ー は いずれ も 振子 に 電 和 拉 
、 点 を 付け リレー を 用 いた も の が 部 分 で , と 
の 二 度 は 全く 。 有 感 地震 で 動作 

,。 水銀 接点 を 用 て 居る 事 や 又 其 他 の 
の 


一 般 に は な る べく 地震 計 の 感 
度 を 両 く し た 方 が 有利 で あ り っ う - 感度 の 高い ス 
才 
ョ ター ター が 要求 され る . と の 様 な 理由 に こよ つ 
に 5x ケ cr 6577 
3 

| 
2 EE 店 676 


ーー 8 Fig.。 2 


両 感 度 地震 計 用 メタ ー 
東大 地球 物理 各 数 室 洪 田 


灸 On a Trigger for High Sensitive Seismometer 


作 する 程度 で あ 


(29) 29 


に 前 て 


欲 , 田 望 


て , 高 感度 で 性 能 の 安定 な 此 置 を 試作 し て み 
た . 0 

原理 は きわ め て 簡単 で ある. 動 コ イル 型 の 
電磁 地震 計 の 出力 を 増山 し , それ を 整 濾し て 
その 出力 で せ す イ ラ ト ロ ン を 動作 させ る . 益 由 6 3 
器 は 地 代 計 用 の も の を 流用 し 。 出力 の 一 都 を 。 
一 郡 を スタ ー タ ーic 用 。 
を 用 いて 整流 し , 6HG 


2 レジ パス ョ ーー ンク ( ョ WW 


の 。 UYY6 と 6 昌 6 


6377 -。 6J5 > ce 


676 Xg Z6 グ 4 


5 の EX 30) 
' か ck 一 c 妥 ナ る : fig. 2 の 配 ES を 


の 線 kc ょ れ ば AB 聞 の 入力 が 一 定 の 振 巾 を と を mpulse を 用 いて ドラ ょ を ス スニ させ る 

( _。 れ ば TImpulse 形 の 電流 が 流れ 更に その 後 数 秒 も 肌 来 む ば , 又は 計数 器 を 動か し 地震 の 数 を 
MM AB 則 の 入力 が 大 きく で も XB767A は 数 える 的 罰 と し て 用 いる 事 も 出来る. 久 側 呈 
' mLam 動作 汰 態 の オク シロ グラ ム は な エ 夫 で 地震 の 振 巾 と 鎖 度 を 記録 する 一 種 の 
iu 3 に 示さ れ て 居る 下 か ら 順 に 地 王 , そ 統計 機 枝 と し て まとめ る 事 も 出来 る . 革 
Fr 1 に 埼 巾 器 の 配線 問 Fig. 8 こそ の 2 

周 法 数 特性 を 示し て ある . と れ は スタ ー 人 

と し て は 利得 が 十 二 分 高く , 質 除 尽 は も つ 

と 低く て ょ V. 周波 寂 特 性 は 目的 に ぶつ て 
PS 適当 な 弄 を を らぶ べ き で あろ 2. 2 っ 
Fig. 3. 本 是 究 は 廊 部 名 試 馬 究 究 費 に よる も の で あ 


Frequency Response Curve 5 っ 


さ に 


昭和 26 年 10 月 22 日 台 濁 の 大 地震 
と の 地震 は 日 本 時間 午前 6 時 36 分 なら は じき まつ 
| た 激震 で 新聞 報 演 に よれ ば その 後 19 叶 間 fc 84 
、。 回 人 体 に 此 い 地震 を 感じ 耕 北 の 地震 計 は 1 時間 に 
。 11 回 以上 の 割合 で 地震 を 記録 し た . 数 才 の 人 々 が 
。 家 を 林 は れ , 恐怖 に の の く 〈 島 民 は 家 を 捨て て 避難 
。 し た . これ と 同時 に 香港 対岸 の 九 竜 や 台湾 海峡 の 全 
門 島 ある い は フィ リッ ピン 群島 北部 ベス ュ で も る 組 い 
地震 が 感じ られ た ・ 東海 江 の 花 藻 港 で は 市 内 の 姓 物 
。 の 約 402% が 倒 壌 し , 死者 100 名 , 負傷 者 700 名 を 出 
し , また 台北 ・ 合 南 県 で も 渓 基 2 が 召 発 し 死者 13 
和 名, 負傷 者 17 名 を 出し た . 震源 地 は 宜 隊 西南 方 約 
。 62 料 で 家 黄 」 花蓮 港 , 台中 三 県 が 境 を 接し て いる 南 
| 湖 大 山 附近 で ある と 報じ られ た ・ 本 邦 で は と の 地震 
。 を 10 月 中 に 38 回 記 銚 し た が , と の うち 最大 の も の 
は 22 日 12 時 32 分 の 地震 で あつ た . 

昭和 26 年 8 月 2 日 新潟 騒 保 倉 川上 流域 の 地震 

と の 地震 は 小区 域 で あつ た が , 震源 地 四 近 で 墓石 
の 転倒 , 小屋 の 倒 圭 , 窓 が ラス の 破損 を ど が あつ た . 
昭和 26 年 10 月 18 日 尻 昼 時 東 方 浪 の 地震 
| 八戸 市 内 で 停電 が あり , また 歴 に 割 月 が は いり 。 
レン カ 捉 燃 破損 な ど が あつ た が 人 吉 に 被害 は な 


3 
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『 


第 八 回 学術 講演 會 及び 納 會 

1951 年 10 月 80 日 か ら 3 日 間 に わ た り , 東北 大 学 人 金 
属 研究 所 講堂 に いて 8 回 地震 学会 学術 講演 会 及 
び 総 会 が 行わ れ 66 名 の 会 員 が 出席 し た ・ 
_ 誰 演題 目 及 び 総合 議事 詳細 は 次 の と お り で あつ 
た 、 

購 演 會 

1 日 Q0 月 80 日 う 

1 佐野 淡 一 妊 C 名 大 物理 ) 

伊 愛 湾 洛 央 の 月 在 夫 潮位 に つい て 10 分 ) 
2. 萩原 令 入 天 。 笠原 一 娠 (東大 震 研 う 

潮汐 荷重 に よる 土地 変形 
に ー そ の 模様 の 経年 変化 に つい て 一 Q0 分 ) 


SYSNNN も > リー 


に ye 


阿 菊 山中 和 語 第 火 曲 は 昭和 26 年 6 一 8 月 に は 活 。 
気 を 呈し た が 。 その後 は まだ や か で ある ・. 6 月 16, . 


9,10, 17。22 っ 24 日 」7 月 2 ケ 日 8 月 1、 1 っ 17. 
25 日 に は 火口 内 に 噴石 が あり , 噴石 の 大 きい も の は 
まれ に 人 身 大 の と と も あつ た . また , 火口 際 近 に は 
し ば し ば 隆 友 が あつ た . 

三原 血 


炎 は 8 だ や か に な つた . すなわち , 6 月 9-18,19. 


ドゥ 須 


に は げ ば しく, 内 際 山 内 の 地形 は た め に 一 変 し , 内輪 


底 に 直径 300m あま り , 深き 約 30m の 陥 梁 ロ が で 


に 3 な 0 


浅間 山 昭 莉 26 年 6 月 17 日 に 小 噴火 し た ほか 


は , お だ や か で ある . 

雌 阿 寒 岳 除 近 の 鳴動 中 和 26 年 7 月 下旬 か ら 10 月 
下旬 12 月 , 昭和 27 年 1 月 中 旬 阿 楽 湖畔 附近 一 痴 に 
鳴動 が ひん 発し 。 激しい と きけ は 肥 震 程 放 の ショック 
が 感じ られ た - 

研 jDokjmDok 火山 の 噴火 Philippine, Oamiguin 
山 の Hibokhibok 火山 が 昭和 26 年 12 月 8 日 夜 
か ら 噴 火 を し , 死傷 者 が 多数 あつ た ・ 


中 
ww 


2a. 三木 晴男 君 C 京 大 物理 ) 
地球 李 の 物理 的 性 質 に つい て (830 分 ) 
3. 水上 葉 妊 (東大 ) 
三原 山 の 新 燈 因 の 汐 度 と 灯 性 (15 分 
4。 野 日 喜 三 雄 君 (東京 都立 犬 化学 う 
浅間 山 火 山 の 活動 と 地獄 谷 が ス 
化学 組成 の 変化 20 分) 
5. 加藤 愛 雄 君 , 林 誠 明 君 (東北 大 地 物 ) 
温泉 地 甘 の 7 線 の 測定 
5a. 大 森 加 夫 君 東 北 電通 局 ), 加藤 愛 雄 君 。 小坂 
須 人 君 。 菅野 廊 友 君 (東北 大 地 物 ) 
和 架 空 裸 電信 線路 に より 維 油 され た 
地 電 流 風 に つい て GO 分) 


旬 
プ 
* 


昭和 26 年 6 月 末 に 噴火 は 奏 え , 7 月 以 


1 っ 22, 28。 2728 日 に 噴火 し , 14 日 どろ の 噴火 は 特 。 


82 32) 


6. 人 竹内 均 肘 島津 康男 君 (東大 地 物 ) 
Induction に よる 地球 永久 磁場 の 維持 に 
つい て て 5 分 ) 
7. 宮本 頁 夫 君 在 時 は 光学 的 現象 な り 15 分 ) 
7a. 山口 生 知 妊 (地理 調 ) 
昭三 年 丹後 地震 前 後 の 輸 島 に 於 ける 下 才 
潮位 の 異常 変化 に つい て Q①5 分 ) 
7b. 水 上 武 君 て 東大 震 研 ) 


8. 末広 重 二 君 て 中 内 気 旬 右 う 
忠 央 気 梨 合 観 測 綱 に よる 時 間 精 旗 C29 分 ) 
9. 慶 松 光 雄 君 (金沢 大 法 女 ) ヽ 
_ 康 晶 18 年 679 年 ) 河北 省 に 起り た る 大 地震 
| 20 分) 
10. 佐藤 泰夫 君 (東大 圭太 
物 の 倒れ た 方 向 か ら 震央 を 求め ある と と (10 分 ) 
員 二 可 杯 貞 共 洛 
、 走 呼 血 線 の ひき 方 2 報 ) C15 分 ) 
11a. 宮 本 貞夫 莉 六 草 地震 の 走 時 曲線 5 分 ) 
12. 首 明 君 (宇都 宮 大 う 
走 叶 解 析 の 1 つの 試み Q0 分 ) 
18. 友 男 好 婦 湖東 大 地 物 ) 震 央 の 空間 的 分 布 10 分 ) 
14。 本 多 以 吾 君 (東北 大 地 物 ) 
深 発 地震 の Wagnitude と Energy に つい て (10 分 ) 
15. 硬 井 皿 三 君 て 東 大 地 物 ) 
日 本 と その 近く に 起 る 地震 の 大 き さ 5 分 ) 
オオ 2 日 Q0J30 昌 ) 
16。 金井 清 君 (東大 震 馬 う 
〒 波 の 周期 が S 波 の 周期 より も 短く な る 
可能 度 (< つ いて (20 分 ) 
17. 本 間 正 作 君 (松代 観 測 所 )C 代 読 ) 厚 = が 直線 的 
に 徐々 に 変る 表層 内 の Love 渡 に つい て (15 分 ) 


18。 佐藤 泰夫 君 C 東 大 震 研 ) 


二 重 の 表面 礎 と 同等 な 草 一 大 0 分 ) 
19. 爆破 地震 動 研究 グル ー プ 地震波 の 発生 及び 
伝播 に 関す る 小 規模 野外 実験 < オ 一 報 )C50 分 ) 
20. 林 聴 君 , 宮島 信雄 君 (運輸 技研 ) 
御 戸 に 於 ける 地震 動 比 較 観 測 と 地下 構造 に 
関し て 20 分 ) 
21. 吉山 良一 君 C プ L 大 物理 ) 
媒 破 実験 に 於 ける ダ -7 曲線 に つい て 10 分 ) 
22. 爆破 地震 動 和 完 グル シー デ 
遠 地 燥 破 地 震 観 測 の 包 の 詩 器 類 25 分 ) 


25. 久保 計 宣 穫 C 京 大 地 物 ) 超 普 波 に よる 五 及 略 


1. 地震 計 お よび 示 巾 毅 SS 
浅田 公告 。 田 治 米 鐵 二 君 。 田 望 君 C 東 天地 物 ) 
2. 基 他 の 附属 計器 類 表 俊一 郎 姓 に 東大 震 生 )。 
鈴木 交 郎 君 C 東 北大 地 物 ), 堀 実 君 て 東大 震 研 ) 
23. 挟 井 皿 二 君 。 友田 好夫 君 て 東大 地 物 )。 


24。 標準 張 震 計 試作 試験 研究 班 
標準 強震 計 試 作 (て オ 一 報 ) (15 分 う 


-。 び 圭 の 粘 弾 性 係数 の 測定 て 序 報 ) 10 分 ) 
26. 片岡 明雄 君 , 佐野 六 一 妊 て 名 大 物 細 う 
岩石 の 弾性 の 測定 に つい て 1 分) 
26a. 浅田 敏 君 。 田 望 君 て 東大 地 物 ) 
コン クリ ー ト 耕 の ロウ ツウ キング に つい て で 0 分 う 
オ 3 日 C11 月 1 是 ) 午前 
27. 池上 良太 妊 。 天上 科 彦 君 て 東大 震 研 
土地 の 脈動 の 伝 捧 性 C20 分 ) 
28. 天上 冬 彦 君 〈 東 大 震 研 う 
土地 の 服 動 と 海 の 波 と の 関係 C15 分 ) 
29. 本 多 改 吉 君 , 中 村 公 下 君 (東北 大 地 物 ) 浅海 底 の 請 
一 次 元 的 変動 に よ つ て 生ずる 波 に つい て 15 分 ) 
30. 下 鈴 大 輔 君 , 秋 間 哲夫 君 < 東大 震 研 ) 
津波 記録 中 の 長 週 期 の 波 に つい て 5 分 ) 
31. 高橋 竜太 郎 君 , 下 玲 大 還 君 。 下 能 金太 郎 君 C 東 
大 震 研 ) 津波 の 模型 突 又 〈 オ 2 報 ) 20 分 ) 
・ 総 会 
31 日 15 時 30 分 より 
議長 加藤 愛 雄 君 敵 
議題 1. 学術 会 議 地 球 物理 研究 寺 炒 委 員 会 地震 分 
科 会 委員 政 選 に つい て 同 分 科 会 より の 依 
頼 に 関す る 件 ま 
河 角 委 員 長 ょ より, 地震 分 科 会 委員 の 政 選 に 当り 地 
岩 学 会 員 で 地震 に 関す る 論文 数 篇 以上 出し た 人 々 の | 
選 基 に より 選ぶ 事 に な つた . 選挙 管理 委員 と し て 現 . 
分 科 会 より 2 名 の 他 に 学会 キ まり 1 一 2 名 の 委員 の 参 
加 を 依頼 し た い . 以上 の 件 に つい て は 学会 の 協力 を 
請う 旨 の 議題 説明 が あつ た . と れ に 対し 学会 員 か ら 還 
学会 代表 の 論 格 を も ゃ つ 人 を 分 科 会 委員 に いれ ょ , 選 
挙 管理 を 学会 に 一 任せ ょ 等 の 発言 が あり , 議場 は 粉 
を 極め た が ,。 半 局 管理 委員 会 に 於 いて 有 変 格 者 を 
認定 の 上 互選 に より 分 科 会 委員 を 選 田 する ・ 管理 委 
員 会 は 学会 より 3 名 現 分 科 会 より 2 名 に て 村 成 す 還 
る 事 に 決定 . 投票 に より 学会 側 委員 と し て , 表 俊一 


* 


眉 
和 


宮 『 村 無 , 末広 重 二 の 3 名 に 決定 
is 2 ON 
上 黄 し て 貰い た いむ ね 電波 総局 に 申し 入れ る 件 
未 広 重 委 員 ょ り 抽 案 理 出 説明 後 原案 通り 可決 . 
総会 多 了 後 央 上 科 彦 君 より 在 来 の 地球 物理 学会 を 
改め 「 ク ラブ ] (仮称 ) と し 別刷 交 換 を 仕事 と し 人 員 
も 現在 より 多数 に 拡げ た いむ ね の 発言 が あつ た . 
地球 物理 研究 連 徐 委員 偽 
日 本 学術 会 議 の 発足 以来 。 地球 物理 学 に 関し , 国 
外 * 国 内 の 研究 連絡 を は か る 組織 と し て , 地球 物理 


研究 連絡 委員 会 が も うけ られ て いた が , その 構成 , 
は 旧 学 術 研究 会 議 時 代 の 延長 で , 新しい 学術 体制 に 
適合 し た も の で な か つた ・ 昨年 一 月 学術 会 議会 員 


の 改選 に あたり , 各 分 野 ら 研究 連絡 委員 会 も 改選 を 
必要 と され た が , 地球 物理 学研 連 は U.G..T の 
会 議 が 8 月 に ある の で 。 そ の の ち に 改選 
する こと に な つた . 今回 の 改選 は 地球 物理 内 の 7 分 
科 そ れ ぞ れ ち が つた 方 法 で 行わ れ , 統一 し た 民主 的 
基礎 の うえ に 研 帝 を つく りあ げ る こと は 。, 
つた が 。 各 分 科 の 事情 が まち まち で ある か ら , こと 
れ を の ぞ む の は な お 時 期 何 早 で もち つた の か も し れ な 
い . 地震 分 利 に つい て は 別 稿 ら ど と き 爽 牙 で 吾 任 委 


Brue xlles 


CAE 7 な の 


員 の 選出 が 行わ れ た ・ つき ぎ に 今回 決定 し た 新 委員 を 
紹介 する 
地球 物理 研究 運 絡 委 員 会 て 1951. 通 一 1954) 


役 貞 委員 長 : 十 0 品 委員 長 : 利 達 簿 夫 , 


幣 事 : 力武 常 大 
測地 分 科 会 主任 : 式 藤 有 彦 , 間 事 : 奥田 豊 三 
地震 分 科 会 主任 : 和 舌 消 夫 , 幹事 : 萩原 休 穫 
気象 分 科 会 詩人 在 : 庫 山 久 何 。 商 事 : 正 野生 方 
地球 電磁 気分 科 会 主任 : 長 谷川 万 吉 , 商事 : 永 田 武 
海洋 分 科 会 主任 : 日 高 孝次 , 整 事 : 三宅 泰雄 
火山 分 科 会 主任 : 津屋 弥吉 弊 事 : 水上 式 
陸 水 分 科 会 主任 : 木村 健二 郎 , 商事 : 安芸 骨 一 
名 姓 麻 問 田中 和 鉛 愛 村 


委員 ①) 測地 分 科 服部 思 彦 , 広瀬 秀 雄 。 飯田 肖 
事 , 池田 徹郎 , 衣 谷 吉 一 , 松山 基 範 , 宮部 志 世 , 宮 
いい 武藤 騰 彦 , 西 村 英 一 , 奥田 豊 三田 山 利 三 
*。 草 井 忠 三 , (萩原 令 入 , 川 話 幸 夫 , 佐々 憲三 ) 
2 2 
②⑫) 地震 分 科 萩原 信和 妨 , 広 野 卓蔵 , 本 多 
井上 宇 亡 , 河 角 広 , 松沢 武雄 , 宮村 失 三 
衛門 太郎 , 表 俊一 郎 , た 者 三 誤 電 色 和 記 


WM が っ 


ーー 
記 事 ・ ' の 
洋 滞 内 。 吉山 良一 .C 本 多 。 克 。 仮 田 滋 事 , 池 還 役 婦 
加藤 愛 雄 。 水上 武 。 宮 部 直巳, 武藤 腔 彦 。 永 武 , 
西村 英 -… 奥田 豊 三 , 須 還 完 次 。 共 非 人 OE 津屋 称 
吉 、 吉 検 隆三 郎 ). 
C⑨ 気 昌 分 科 葉 川 秋 符 」 品 出 久 谷 , 川 畑 幸 内 , 


小 條 吉男 、 有 治 交 一 , 倉石 六郎 , 淀川 皿 天 大谷 東 
信正 野 重 方 。 高 稚 潮 一 、 埋 武 素 二 ・( 併 東映 
字 田 造 隆 )- 
HANS 萩原 雄 次 。 藤谷 川 万 吾 。 今 
, 加藤 愛 奉 。 全 原 淳 、 前 田 憲 一 , 永田 武 , 
た ガ 武 常 交 , 関戸 問 太 郎 , 田村 雄一 , 上 
田 弥 和 之 , 吉松 隆三 郎 ・C 澤 山 久 何 。 人 田 流 事 , 松 由 基 
範 。 宮部 直己 , 田山 利三郎 , 和沙 消 夫 ) 
⑤) 海洋 分 科 孝治 , 束 水 句 --- 郎 日 高 孝 欠 , 
有 杖 雅 義 , 木村 喜 稼 助 , 松下 康男 , 中 野猿 人 , 新野 


三宅 泰雄 。 寺田 一 痛 。 


環 恒 古 リラ 


弥 。 須田 院 炊 , 寺田 一 疹 。 竹 内 能 思 、 字 国道 隆 ・( 荒 
川 秀 俊 , 木村 健 天 郎 , 瀬野 分 蔵 , 菅原 健 , 高 往 意 
太郎 , 田山 利三郎 ) 

⑥⑯) 火山 分 科 本 多 表 。 央 衝 水上 武 , 


野 日 嘉 三雄, 津屋 約 舌 ・( 訪 滞 : 
健次 郎 , 宮 部 志 巳 , 
高 椅 竜 太 婦 。 田山 利三郎 , 和沙 
⑦) 陸 水 分 科 


を 治 。 加藤 愛 雄 。 木村 
三宅 泰雄 , 永 田 武 , 佐 々 直 三 , 
串 清 夫 。 吉山 典 -= 

安芸 唆 一 , 伊東 各 自 , 木 村 健 次 朗 , 


瀬野 錦 基 。 菅原 健 .C 世 宮 孝治 高山 久 向 , 下水 
一 郎 , 日 高 孝 炊 。 石 燈 雅義 , 岩 辿 岩 克 , 松下 康男 」 
三宅 泰 如 , 中 野猿 人, 野 日 喜 三 雄 。 竹内 能 思 , 宇田 
道隆 . 


第 1 同 絢 會 1951 年 12 月 22 日 て 1)9 時 一 12 峰 。 日 
本 学術 会 議 講堂 に て 開催 . 出席 者 , 田中 作 願 問 , 委員 
60 名 . 古井 前 委員 長 仮 議長 と な り , 新 委員 長 の 選 符 
を 行う ・ 投票 灯 果 次 ら 如 く , 弄 井 皿 三 氏 が 再選 きれ 
た (天井 80 票 , 和洋 L 票 , 長 谷川 5 票 」 日 高 4 票 , 
松沢 2 票 。 澤 山 1 票 , 計 時 票 ). 坪井 新 委員 長 議長 
と な り , 各 分 科 ご と に 別れ て 内々 前 掲 ら 主任 渦 事 
ょ び 徐 局 委 員 を 決定 の うえ , 総会 に 報 音 承認 し た ・ 
2 32 茶 代理 者 
と し て を えらぶ と と を 委員 長 の 指 命 ! と CK 認 
きれ , 和洋 氏 が 指 命 さ れ た が , 義和 
間 ON の 全員 の 槍 成 を 
えた .。 ょ つて 津屋 委員 は あら た め て 抽 款 を 主 天 し 
た が , 多 青 決 に より , 日 高 委員 の 投票 を 略し て 利 達 
氏 を 副 委員 長 と する 和 案 に きま つた . つぎ に 委員 藤 ょ 
り 静 事 の 指 命 希望 あり , 力武 氏 が 指 命 され , 承認 き 
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れ た 。 

各 節 員 の 自己 紹介 あ り , 特別 委員 会 存続 に つい て, 
圭 の 分 類 に 関す る 特別 委員 会 は 解散 , 標 準 海水 , 標 準 
磁気 催 に つい て は 存続 希望 , 地震 予 色 に つい て は 存 
廃 決定 を し ば らく 〈 獲 巴 され た いと の と と で あつ た ・ 

総会 後 非 公 式 に 地震 分 科 召 属 委 員 が あつ まり , 特 
別 委員 会 等 に つい て 意見 を 交換 し た ・ また 地震 学会 
と の 連結 は 当分 宮村 委員 が 担当 する と と に な つた ・ 

第 1 回 地 震 分 科 會 1952 年 1 月 30 日 18 叶 一 17 時 30 
分 東大 震 研 会 議 宝 に て 開催 . 出席 者 委員 20 名 , 他 傍 
強者 多数 。、 特 別 講演 と し て 六 木 健三 氏 C 東北 大 ) の 
| アメ リカ に お ける ] 地 球 物 理 , 地球 化学 等 の 研究 に つ 
いて | 報告 と し て 井上 委員 の 「 最 近 製 作 し た 地磁気 信 
角 計 に つい て | が あり , つい で 議事 に 入 つ た . ま づ 
地球 構造 特別 研究 委員 会 新設 の 件 を 和 達 主任 より 提 
案 , 大 否 両論 あり 藤 叶 間 に わ た り 議 論 し 決 諭 を え ず , 


決定 は - 一 時 保留 され た ・ な お 充分 関係 者 の 意向 を き 


ぃ いて 分 科 会 に お いて 半 処 する と と に な つた . つぎ に 
燥 破 地 震動 研究 グル ー プ より 研究 委員 会 を つく つて 
ほし いと いう 申出 が あつ た の で 利 達 主任 より その 新 
設 を 提案 きれ , 全員 禁 成 決定 し た ・ た ゞ し と こら の 委員 
会 名 称 , 委員 , 等 に つい て は 決定 せ ず , グループ 
ょ より の 申出 を 條 重 し て あつ て 決定 され る と と と な つ 
た ・ 最後 に 予知 委員 会 ら 存 廃 に つい て は 当分 決定 を 
の ば すこ と と に な り , た だ 従来 行 つ て いた 論 料 交換 は 
いづ れ に せよ や め な いと と が 申 合 さ れ た . な お むつ ぎ 
の 数 項 の 申 合せ が で きた ・ (1) 分 科 会 の 議事 銚 を な 
る べく 〈 詳 し くつ くる ・〈②) 開催 通知 は 早く . 〈③) 地 
方 委員 に は 東 事 より 特に 速報 する . (③④) 主任 幹事 会 
の 議事 銚 を 各 分 科 委 員 に も お くる よ ょ 2 申出 す . (5) 
学会 な どら 際 に も 分 科 会 を 開く . (6⑥) 各 委 員 は な る 
べく て わし く 連 絡 事 項 を 関係 者 に つた え , その 任務 
を 全 す る よう つと め る . (7) 分 科 会 ど と に 各 委 員 は 
関係 分 野 ら 研究 現 然 を 報告 する . (宮村 記 ) 

國際 測地 地球 物理 連合 の 新 役 員 C1951 年 8 月 ブリ 
ュ ツ セ ャ ル 会 議決 定 ) 


President: Sydney, Chapman, Vice Presi- 
dents: J.A.B.Bjerkmes, て. Cassini8, Gieneral 
Secretary : ば . Laclavere. 

1) Geodesy 一 President: Baeasclilin, Vice 
President: de Graaff-Hunter, Oassinis, 
Secretary : Tardis、 Executive Oomnmnittee : 
Narlund, V. Meinesz, Lannbert. 

2) Seismology and Physics of the Earth's 
Tnterior 一 Pr. : Grutenberg, V. Pr.: Jeffrey8, 
.Oaloi。 Secr.: Rothe, Ex. Cm.: Lehman, 
耳 iller, Tsuboi、 Boneli, Narida. 

3) Meteorology 一 Pr.: Ranmnanathan,。 V. 
Pr.: Rossby, Queney, Secr. Mieghem, 比 . 
Cm.: Merihofer, Norman, Vais&]&. 

34) Oceanography 一 Pr.: Proudman, V. 
PE.: Tselin, Rouch, Secr.: Mosby CEleming), 
Ex. Om.: Oarruthers,。 Pettersson。 Groen, 
Sverdrup. ド 
_ 5) Terrestrial MLagnetisnn and Electricity 
ーー Pr.: Coulomb, V. Pr.: Bariels, Chapman, 
Secr.: Laursen。 Ex. Om.: Giesecke, Kaplan, 
Hasegawa, MTalurkar, Rayner. 

2 Escher, WS 

Gangeand, Verjhoogen, Secr.: Signore. 

7) Hydrology 一 Pr.: Thijsee, V. Fr.: 

MLarchi, Khosla, Secr.: Tison. 

1932 年 地震 学 倉 新 委員 會 

新 委員 選挙 の 結果 別掲 て 表紙 裏 ) の 方 え 々 が 当選 き 
れ た ・ 選挙 は 先例 に より 前 年 度 委員 が 実施 し た ・ 予 
定 定員 30 名 ら と ころ , 乾 30 位 , 牙 31 位 の 方 の 得 
上 杜 が 同数 で あつ た の で , 共に 当選 と し て , 31 名 を 新 
委員 に お ね が いし た ・ 

3 月 1 日 牙 1 回 委 員 会 を 行い , 委員 藤 を 選出 事 
務 分 担 者 と し て , 別掲 の ょ うに 幹事 を 委員 #j ぉ よび 委 
員 外 より 委嘱 し た . また 講演 会 よび 総会 に つい て 
相談 L た ・ 


6) Volcanology 一 Er. 


人 
- 生 
5 
: 層 
立 
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地震 投稿 規定 


1. 原稿 は 400 字 庄原 稿 用 紙 と 横 書 に 認め 。 仮名 は 至 仮 名 , 外国 語 は 片仮名 又は 原語 を 
用 いる と と . 

2. 私 読点 , : 等 を 明 又 に 記入 する と と 

38. 地名 , 人 名 の 読み に くい も ゃ もの に は 振 仮 名 を 付け る と と 。 
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12. 抑 図 。 表 等 の 読 明 に は 欧文 を 用 いる と と - 
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